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決算サマリー 3

トピックス
Â東京建物不動産投資顧問、外資系投資顧問会社との共同AMにより物流私募ファンドを組成／

T-LOGI千葉北・ T-LOGI京都伏見を取得・運用へ（8月）。

Âビル賃貸・施設運営収益は着実に伸長しているものの、前期に分譲マンションの収益を

大きく計上した反動により第3四半期は減収減益。

2025年12月期

第3四半期決算

Â不動産市場におけるインフレ成長・期待の潮流をとらえ、賃貸収益の拡大と売却益の更な

る向上を両立し、持続的な利益最大化を追求する戦略のもと、今期の売却方針を一部見直

し。

Âこれにより、期首予想と比較して営業収益は減少するものの、賃貸収益等の堅調な推移と

物件売却益の増加（利益率の上昇）が寄与し、主要な利益項目はすべて増加する見込みと

なったことから、通期業績予想を修正。

2025年12月期

通期業績予想の

修正

Â 2025年12月期の1株当たり配当金の予想を、期首公表時の年間配当予想97円から6円増額

となる103円に修正。

Â前期配当実績95円に対しては8円の増配、配当性向は36.9％となる予定。

配当予想の修正
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2025/11῝

2024/12 2025/12 2025/12 2025/12

3Q実績 3Q実績 通期予想 修正通期予想

営業収益 3,598 2,988 ̛ 610 5,030 4,700 64%

Ри 1,117 1,220 102 2,410 2,205 55%

1,967 1,261 ̛ 705 1,670 1,650 76%

ϯЈАЕЂ˔РІ 359 334 ̛ 25 690 585 57%

ζχ 154 172 18 260 260 66%

営業利益 616 506 ̛ 110 860 925 55%

営業外収益 50 41 ̛ 8 40 50 84%

営業外費用 132 133 0 160 190 70%

◦ 68 95 27 - - -

経常利益 534 414 ̛ 119 740 785 53%

特別利益 19 28 8 75 75 38%

特別損失 17 1 ̛ 15 5 5 35%

税引前利益 536 441 ̛ 95 810 855 52%

親会社株主に帰属する四半期純利益 355 295 ̛ 60 550 580 51%

営業利益 616 506 ̛ 110 860 925 55%

ⱱ Ɫ ׃ ̛ 8 ̛ 1 7 ̛ 5 ̛ 15 -

ᾧ Ɫ▀ Ẁ ׃ 0 0 0 - - -

事業利益※ 607 505 ̛ 102 855 910 56%

Ри 249 329 79 630 660 50%

374 200 ̛ 173 245 250 80%

ϯЈАЕЂ˔РІ 69 55 ̛ 13 100 105 53%

ζχ 10 10 ̛ 0 25 20 52%

Ạʾ זּ ̛ 96 ̛ 90 5 ̛ 145 ̛ 125 72%

ˢ ӡʿᴑדˣ 増減 主な増減要因 進捗率

ʹЈϽЮрЕ ᵵệ╥

ʾְỘ ׃

ʾⱧỘ ׃

ʹЈϽЮрЕ ᵵệ╥

︡ Ỳχᾚ

├ ᶴ꜠ Ẁ׃χ ᴥ

ṍʿ ԏ Ỳχἣ

2025年12月期第3四半期 損益計算書

Âビル賃貸・施設運営収益は着実に伸長しているものの、前期に分譲マンションの収益を大きく計上した

反動により第3四半期は減収減益。

4

̞ ⱧỘ Ộְ˹׃ ⱱ+׃ Ɫ ׃ +ᾧ Ɫ▀ Ẁ ˢⱱ׃ Ɫ ׃ τψʺᵤᵰⱧỘτΣΪϥ ︡ Ỳʺ ︡ ΣϢό ⱢР˔ϼиϒχ Ɫⱱ χ Ẁ ϬḯϚˣ׃
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̞ ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁχ ⱫτνΜοψʺ ∏ᶛϬṜ׃

セグメント：項目
2024/12
3Q実績

2025/12
3Q実績

2025/12
修正予想

(A)

2025/12
期首予想

(B)

差額
(A) -(B)

2024/12
実績
(C)

₯ᶛ
(A) -(C)

全セグメントˢ ⱢᴪΰΪ Ὧ ẀϬ Ψˣ計 622 489 590 580 +10 722 ▲132

ビル ビル賃貸等 208 265 335 310 +25 285 +50

住宅 マンション分譲等 348 168 175 185 ▲10 350 ▲175

アセット
サービス

駐車場・仲介等 55 46 60 60 ˵ 77 ▲17

その他
クオリティライフ・ファンド・
海外等

10 10 20 25 ▲5 10 +9

投資家向け物件売却 計※ 81 105 445 420 +25 198 +246

ビル
物流・ホテル・商業施設・
オフィス

41 64 325 320 +5 134 +190

住宅 賃貸マンション 26 32 75 60 +15 26 +48

アセット
サービス

アセットソリューション 13 9 45 40 +5 38 +6

その他 － － ˵ ˵ ˵ － ˵

消去・全社 ▲96 ▲90 ▲125 ▲145 +20 ▲128 +3

事業利益 合計 607 505 910 855 +55 793 +116

事業利益のセグメント別内訳

ˢ ӡʿᴑדˣ

5

2025/11῝
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2024/12末 2025/9末 増減 主な増減要因

20,812 22,299 1,486

 Ɫ▀ 7,307 7,843 536

ᾝỲʾ Ỳ 1,111 1,003 ̛ 107

▀ 5,691 6,126 434

ζχ 504 713 209

 ᾧ Ɫ▀ 13,504 14,455 950

Ἱᾧ Ɫ▀ 9,746 10,196 450

Ἱᾧ Ɫ▀ 1,372 1,368 ̛ 4

Ɫζχ χⱢ▀ 2,386 2,891 505

15,337 16,643 1,306

 ◓ № 12,123 13,621 1,498

 ζχ № 3,213 3,021 ̛ 191

5,475 5,655 180

 ᶴ︠Ɫ 4,279 4,317 38

 ζχ χ ᶧ ׃ ὓᶛ 1,081 1,218 137

 ◦ ᶴ︠ⱱ 114 119 5

ꜛᾪⱢ 25.8% 24.8% ̛0.9p

DEйЄϷ̞1 2.3 2.5 0.2

◓ №/EBITDA̞2 11.2 - -

ˢ ӡʿᴑדˣ

 負債合計

 純資産合計

 資産合計

ʾКАЕDEйЄϷʹ2.3

ʾ ▀

ʹ ⱢᴪΰΪ Ẁ Ὧϒχ Ɫ

ʾ Ἱᾧ Ɫ▀

ʹ ṛ ™ᵫ ϒχ Ɫ

ʾ Ɫζχ χⱢ▀ʿᵤᵰⱧỘϒχ Ɫ

ʾ ◓ №

סּʹ Ỳχ ᴥʺּז№χ ᴥ

ʾᶴ︠Ɫ

ʹ ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ ṍ ʺ295+׃ Ỳχ◦ Μ̛221

2025年12月期第3四半期 貸借対照表

Â 投資家向け売却用物件への投資による販売用不動産の増加や、大規模再開発プロジェクトへの投資による固定資産の増加

等により、総資産は1,486億円増加。

6

̞1DEйЄϷ˹ ◓ №˸ꜛᾪⱢ

̞2 ◓ №/EBITDA ˹ ◓ №˸ˢְỘ ˴׃ ︡ ʾ Ỳ˴ⱱ Ɫ ᾚᴣ˴׃ Ẁ ˴χϦϭ Ẁ ˣ
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ハイブリッド考慮※3

2.5 2.0

2.3 1.8КАЕDEйЄϷ
̞2

2025/9末

DEйЄϷ̞1

 流動資産 7,843  負債 16,643

 ᾝỲʾ Ỳ 1,003  ◓ № 13,621

 ▀ 6,126 סּ Ỳ 10,255

▀ 2,777 №זּ 3,050

▫ᶝ ▀ 3,349 ЀЫ˔ЄаиЧ˔О˔ 300

 ζχ 713 ζχ 16

 固定資産 14,455  ζχ № 3,021

 Ἱᾧ Ɫ▀ 10,196  純資産 5,655

 Ἱᾧ Ɫ▀ 1,368  ᶴ︠Ɫ 4,317

 Ɫζχ χⱢ▀ 2,891  ζχ χ ᶧ ׃ ὓᶛ 1,218

 ◦ ᶴ︠ⱱ 119

総資産： 22,299 億円

2025年12月期第3四半期 貸借対照表

̞1DEйЄϷ˹ ◓ №˗ꜛᾪⱢ

̞2КАЕDEйЄϷ=( ◓ №˵ᾝỲʾ Ỳ)˗ꜛᾪⱢ

̞3 “ↄϙМϱУзАЖּז№χ›ὓ1,700ᴑדτνΜοʺᶊ χⱢ ᶛ›ὓ850ᴑדϬ― ΰοὓ▄

7

DEレシオの状況

開発状況別 セグメント別

有利子負債内訳
有形・無形固定資産内訳

販売用不動産内訳
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ˢ ӡʿᴑדˣ

アセットタイプ等 該当セグメント 販売用不動産残高 総投資額
※1

ʾШГиʾ

Ộ☼ ʾϷТϰІ
Ри 2,726 約6,300

ЫрЄдр 577 約1,100

ϯЈАЕЊзв˔Єдр ϯЈАЕЂ˔РІ 891 891

4,195 約8,300

分譲マンション等 1,930 ˕

合計 6,126 ˕

投資家向け物件

販売用不動産の残高

販売用不動産の残高

Ʒ p.30

Ʒ p.28

Ʒ p.23

ˢ ӡʿᴑדˣ ˢ ˣ

8

投資家向け物件売却の売上高・売却益推移

投資家向け物件売却
ˢРиʺ ЫрЄдрʺϯЈАЕЊзв˔Єдрˣ

総投資額※1

ˢӪ◘Ὠ Ц˔Іˣ

8,300ᴑד
ˢ2024 +1,350億円ˣ

Ẁ2̞׃約1,540億円

2025年

取得決定済み件数

Å ☼ 10Ὧ, ШГи 5Ὧ, 

Ộ☼ 1Ὧ,ϷТϰІ 1Ὧ

Å ЫрЄдр 4Ὧ

ÅϯЈАЕЊзв̝ Єдр25Ὧ

2025年

売却済み件数※3

Å ☼ 4Ὧ,ШГи 1Ὧ, 

Ộ☼ 1Ὧ

Å ЫрЄдр 4Ὧ

ÅϯЈАЕЊзв̝ Єдр9Ὧ

固定資産と販売用不

動産の振替件数

(ᾧ ̠ ˣσΰ

( ̠ᾧ ˣ ЫрЄдр1Ὧ

分譲マンション

ランドバンク
ˢ2025 ὓ

1,290ᾭϬḯϚˣ

約8,200戸
2025 ὓ800ᾭ︡

ˢ ˣ

‰ ׃

Â 第3四半期は、投資家向け売却用物件の開発用地等の取得が進んだ結果、販売用不動産残高は6,126億円に増加

（前期末比434億円増加）。

Â 投資家向け売却用物件の総投資額（意思決定ベース）は前期末比で1,350億円増加し、約8,300億円。

分譲マンションはランドバンクを順調に積み増し、約8,200戸確保。

0
0

724

177

730

198

604

163

839

244

786

198

1,418

383

2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12

ˢ3Qם ˣ

̞1ᶆ Ὧχ︡ Ⱳχ ᴣτʺ︡ ῇ βϥὺ ϬᴥΠθ ⱢᶛϬ›ὓΰο▄ ʻ ̞2 Ẁ ὯτΣΜο ◦ʾ ẀⱲ ϺаАФй˔ЕϬṁτ♯▄ΰθ Ẁᶛχ›ὓΤϣˮ Ɫᶛ˯Ϭ₯ΰԏΜο▄ ʻ

̞3 ẀↄϙὯ τψʺᵫ ʾᵫ ФкЅϴϼЕχ ẀϜḯϚʻ
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事業全体の環境認識と当社への影響

マーケット環境の認識と今後の方針

Â 建築費や金利の動向等、収益性に影響を及ぼす事象に注視が必要。

Â 新規プロジェクトの取得検討においては、物価上昇トレンドを織り込み、採算性を判断。

建築費

Åὺ χ‰ ʾῬṍχ ṍᴟψὋ ΰοΣϤʺ Ὧ χ

‰ ψ₈ῇ τ “βϥᾋ ΰʻ

Å χΰ ʺ χ ᴥτΰΪθὓᵊχᵠ ᾁ

Ϭ Ϥννʺ☼ ὓᵊχ῟ ᴟ/ῬⱧ Ӥ /Ῥṍ

χЀІЕЫКЅЮрЕτԁ βϥάρπʺ

χ ᶎ׃ τ ϛϥʻ

Å ṛФкЅϴϼЕχ︡ ᾁ τΣΜοψʺ

ὺ ʾῬṍχЕйрЖϬ ϘΠθ Ɫᴣ Ϭם☼ʻ

金利

ÅⱢỲ ˢּס ˣτΣΜοψʺ Τϣּס ṍḧϞ

ḥṍᾢχ ṍᴟʺỲ χᾧ ᴟϬ ϛοΣϤʺֲốϬ

ʻ

Å к˔рỲ τνΜοψʺ Ẩπψ Φσ ᴟψᾋϣ

ϦσΜϜχχʺ₈ῇχЕйрЖτ ♪Υ ʻ

Å ▀︡ԏτΣΪϥϺаАФй˔ЕψʺϱрТйτϢϥ

׃ ṍ Τϣ Ẩπ Φσ ᴟψᾋϣϦσΜΥʺ

׃ χםᾝ τ βϥ Υ‰ϘμοΜϥʻ

米国の関
税政策に
よる影響

ÅᾝⱲ πψὺ ʾỲ ϒχֲốψὖ ρχᾋ οʻ

Åḩ χֲốτϢϥὂệḇχ ᴟΥʺ ▀︡ԏ◕ τς

χϢΞσֲốϬẉϖβΤτνΜοψ ♪Υ ʻ

ビル

ÅЫ˔ϾАЕχἋע ψ┌ ϢϤὋ τ ᴞΰ ΪοΣϤʺ

Ϝὸ τ ӱʻ ẚχ ΰτψ ♪Υ ιΥʺ

₈ῇϜ ῨσḕẽΥὋ βϥᾋ ΰʻ

ÅЫ˔ϾАЕχ ΰϬ ϘΠννʺ Ъ˔ЕТ϶зϷχזּ

ʾІЧАϼʾЂ˔РІ πχ ӡ ϬΩ ᾢτᶨΤΰʺ

ᶛῖ Ϟ χᶈ τ ʻϘθʺЪ˔ЕТ϶

зϷχᾋ ΰτϢϥзІϼ ếᴟρ Ɫ▀χ ᵕϤΰ

Ϭ ϥʻ

住宅

Å† Ӫ ψԏΦ Φᴄ πΚϥΥʺк˔рỲ χ ‰ḢϞ

Ɫ▀῟ᴮχ τϢϥֲốτψ ♪Υ ʻ

ÅBrilliaУжрЖχ ӡ ϬᶨΤΰʺם σ™ᵫ Фк

ЅϴϼЕϞ ΰΪχ Ḽᵊ Ϭ τếᴟβϥάρτ

ϢϤʺẵ Ϭ ⱱʻ

アセット
サービス

Å ᵒʿ ◕ ψԏΦ ΦᶨệʻШ˔иЈ˔иπχ ἷӛ

Ὧ ʺзГ˔иπχBrillia ⱳ Єϴϯᶍ τ ʻ

Å כּ ʿ ἷ כּ χḚ ếᴟ πּעכ Ϭᶈ ʻ

投資家
向け
物件売却

ÅϯЈАЕ χ Ῠ ψΚϥΥ ◕ ψ αοῨ ʻԁ ʺ

ⱧỘṐᵓᶍ ψ Ӭ Υ‰Μ ệΥὋ ʻ

Å ὓṍḧπ τ ΰθ︡ ЛϳМϳʺ и˔ЕϬᶨ

Τΰννʺ ∙χ ếʺ θσϯЈАЕχᵫ τϢϤ︡

ṛ χᶈ Ϭ ϥʻ

9

セグメント毎の環境認識と当社の取り組み
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2025/11῝ 2025/2῝

営業収益 4,637 4,700 62 5,030 ̛ 330

Ри 1,765 2,205 439 2,410 ̛ 205

2,114 1,650 ̛ 464 1,670 ̛ 20

ϯЈАЕЂ˔РІ 547 585 37 690 ̛ 105

ζχ 209 260 50 260 -

営業利益 796 925 128 860 65

ְỘᵰ ׃ 83 50 ̛ 33 40 10

ְỘᵰ 163 190 26 160 30 ʾְỘᵰ

経常利益 717 785 67 740 45 Ӯ ₯ χ ᴥ Ϭᾋ₅ϙʺ ᴥʻ

׃ 279 75 ̛ 204 75 -

ﬞ 32 5 ̛ 27 5 -

ԏ ׃ 964 855 ̛ 109 810 45

親会社株主に帰属する当期純利益 658 580 ̛ 78 550 30

営業利益 796 925 128 860 65

ⱱ Ɫ ׃ ̛ 3 ̛ 15 ̛ 11 ̛ 5 ̛ 10

ᾧ Ɫ▀ Ẁ ׃ 0 - ̛ 0 - -

事業利益※ 793 910 116 855 55

Ри 419 660 240 630 30

376 250 ̛ 126 245 5

ϯЈАЕЂ˔РІ 115 105 ̛ 10 100 5

ζχ 10 20 9 25 ̛ 5

Ạʾ זּ ̛ 128 ̛ 125 3 ̛ 145 20

ְỘᶨ τϢϥϺаАЄвТк˔ 188 0 350 ̛ 350

Ɫᶨ τϢϥϺаАЄвТк˔ ̛ 1,420̛ 1,100 ̛ 1,600 500

∞ ᶨ τϢϥϺаАЄвТк˔ 1,056 1,050 1,050 -

ʾְỘ ׃

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁχ Ὧᾋ ΰ τϢϤᾚ ʻ

ʾⱧỘ ׃

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ׃ΣϢόРиⱧỘτΣΪϥРи χ׃ ᴥ Ϭᾋ

₅ϙʺ ᴥʻ

ˢ ӡʿᴑדˣ 期首公表数値からの修正概要
(A)-(B)

差額

(B)
通期予想
2025/12

増減
(A)

修正通期予想
2025/12

通期実績

2024/12

2025年12月期 通期業績予想の修正

Â 不動産市場におけるインフレ成長・期待の潮流をとらえ、賃貸収益の拡大と売却益の更なる向上を両立し、持続的な

利益最大化を追求する戦略のもと、今期の売却方針を一部見直し。

Â 期首予想と比較して営業収益は減少するものの、賃貸収益等の堅調な推移と物件売却益の増加（利益率の上昇）等が

寄与し、主要な利益項目はすべて増加する見込みとなったことから、通期業績予想を修正。

10

̞ⱧỘ ˢ׃  ῇˣ˹ְỘ ⱱ+׃ Ɫ ׃ +ᾧ Ɫ▀ Ẁ ˢⱱ׃ Ɫ ׃ τψʺᵤᵰⱧỘτΣΪϥ ︡ Ỳʺ ︡ ΣϢό ⱢР˔ϼиϒχ Ɫⱱ χ Ẁ ϬḯϚˣ׃
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2020/12
ˢם ˣ

2021/12
ˢם ˣ

2022/12
ˢם ˣ

2023/12
ˢם ˣ

2024/12
ˢם ˣ

2025/12
ˢ ˣ

2027/12

ˢᴑדˣ

事業利益・当期純利益の推移

Â 過年度の事業利益および親会社株主に帰属する当期純利益の推移は以下のとおり。

Â 2027年12月期の事業利益目標950億円に向けて、右肩上がりの成長を目指す。

中期経営計画期間中の利益成長の見通し
（2025-2027年度）

ビル事業
˵Ри

ÅṌ Ὧχᴶ ψ‰ ϬӲⱱΰοΣϤʺ ᶛῖ ϞШГи ὯτΣΪϥ › χ τϢϤʺ ψ׃ τם ΰοΜΨᾋ ΰʻ

ԁ ʺ™ᵫ ὯχῬṍט χֲốτϢϤʺᾝ∕ᵫ χ ṛ ™ᵫ ФкЅϴϼЕτϢϥ ᶊ σ ᾅψ‟׃ ΰ ρσϥᾋ ΰʻ

住宅事業
˵ ЫрЄдр

Åὓ ᾭ ψ τΣΪϥזּ σ τ ϥΥʺὺ ‰ χֲốτ ΰʺИ˔Їχ ὸήτϢϤ ᴣᶊπχ ᴂψ ᴦ πΚϥρ

ᾋ ΰοΣϤʺ ׃ ψ‰Μ ϬӲⱱπΦϥᾋ ΰʻжрЖНрϼϜԏΦ Φ τᶎ πΦοΜϥʻ

その他
Å︠τᵤᵰⱧỘχ Ɫᶈ τ Μ ψ Υᾚ׃ βϥΥʺЂ˔РІⱧỘχὸםσ τϢϤζϦϬ Ξ ʻ τІЕАϼϬם ϙ φʺ

ⱳṍ ὓṍḧӟ‭χ ׃ τὌΫοΜΨʻ

投資家向け

物件売却

ÅῨ σ ▀︡ԏ◕ Υ Ψ ʺάϦϘπ ϙ ΫθІЕАϼχ ẀϬᴥ βϥάρπ Ϭ׃ τ ωΰοΜΨάρρ Ⱳτʺ ṛ ⱢϜᶈ

βϥάρπ χІЕАϼϬᶎ ΰοΜΨʻ

РиⱧỘ

ζχ
˵ϯЈАЕЂ˔РІ

˵ζχ

ⱧỘ

ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ

ṍ ׃

Ạʾ זּ

事
業
利
益※

の
内
訳

11

前中期経営計画

̞ 2024 12ὮṍϘπʿⱧỘ ˢ׃   ˣ

2025 12Ὦṍӟ‭ʿⱧỘ ˢ׃  ῇˣ

ˢ ὓ├ Ⱳχ ˣ

現中期経営計画（2025～2027年度）

2025/11
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3.4% 3.1% 2.9%
3.9% 4.1% 4.0%

8.2% 8.3% 8.7%

10.0% 9.6%

12.8%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/12 2027/12

ROA ROE

12.6倍
13.4倍 13.3倍

11.1倍 10.9倍 11.2倍

0

5

10

15

20

2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/12 2027/12

2.5倍 2.5倍

2.3倍
2.2倍 2.2倍

2.3倍

2.4倍 2.4倍

2.1倍 2.0倍
1.9倍

2.1倍

1

1.5

2

2.5

3

2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/12 2027/12

DEйЄϷ КАЕDEйЄϷ

2.4倍程度

主な指標の推移 12

ROA, ROE̞ 1株当たり当期純利益（EPS）

D/Eレシオ 有利子負債／EBITDA倍率

ă ROA = ⱧỘ ׃ ˸ Ɫ▀ṍ ṍ ỡ▪‰

ROE = ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ ṍ ׃ ˸ ꜛᾪⱢ ṍ ṍ ỡ▪‰

ˢדˣ

12倍程度

ὓ├ Ⱳ
χ

4%程度

290 円程度

ὓ├ Ⱳ
χ

ὓ├ Ⱳ
χ

ὓ├ Ⱳ
χ

10%

ˢ ˣ
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株主還元

Â 2025年12月期の1株当たり配当金の予想を、期首公表時の年間配当予想97円から6円増額となる103円に修正。

Â 前期配当実績95円に対しては8円の増配、配当性向は36.9％となる予定。

13

1株当たり配当金の推移

ˢדˣ

2027年12月期は

配当性向40%目標

̞12015 7Ὦ1 π2ᶴτνΦ1ᶴχᶤ›πᶴ꜠ ›Ϭם☼ʻ2013 τνΜοψᶴ꜠ ›ῇχṁ π▄ ʻ

̞2 ᵕϤψᶆṍ τΣΪϥ ϬϜρτ▄ ʻ

ṍὊְὓᵊṍḧˢ2025˙2027 ˣπψʺ2027 χ Ὣ ΰ40̋Ϭ ρΰʺⱱ σ τϢϤὋ τᶴ︠ḥᾕχᶈ Ϭ ϤϘβʻ

ꜛᾪᶴ꜠χ︡ τνΜοψʺᶴᴣ ʺⱧỘḕẽʺ∞ ệ Ϭ › τ᷈ӛΰʺṐ τם☼ΰϘβʻ
Â 利益還元方針

利益成長に伴い

12期連続の増配を計画

̞1

ˢ ὓ├ Ⱳχ ˣ

˙̇

2013/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/12 2027/12

ˢם ˣ ˢם ˣ ˢם ˣ ˢם ˣ ˢם ˣ ˢם ˣ ˢם ˣ ˢ₈ᵕ ˣ

連結配当性向 21.2% 29.0% 30.2% 30.5% 31.5% 33.8% 30.1% 36.9% 40%

連結総還元性向 21.2% 62.5% 30.2% 30.5% 31.5% 33.8% 30.1% 42.1% -

期末株価※1 ד2,336 ד2,607ד2,112ד1,599ד1,680ד1,415ד1,709 - -

配当利回り
※2 0.4% 2.4% 3.3% 3.0% 4.1% 3.5% 3.6% - -
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セグメント別概況

14
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2025/11῝

2024/12 2025/12 2025/12

3Q実績 3Q実績 修正通期予想

 営業収益 1,117 1,220 102 2,205 55%

Ри ʾ☼ ְ̞֫1 612 696 84 945 74%

▀ 224 239 14 860 28%

Ḛ 278 279 0 395 71%

2 4 2 5 96%

 営業利益 248 326 77 660 49%

 事業利益 249 329 79 660 50%

2025/11῝ 2025/2῝

 営業収益 1,765 2,205 439 2,410 ̛ 205

Ри ʾ☼ ְ֫ 841 945 103 925 20

▀ 532 860 327 1090 ̛ 230

Ḛ 387 395 7 390 5

4 5 0 5 -

 営業利益 413 660 246 630 30

 事業利益 419 660 240 630 30

ṛ+2ʺ ṍ+58ʺ Ẁʾὺ Π ̛13ʺṌ +38

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+38ˢ ṍ3Q 200ᴑʺ ṍ3Q 239ᴑˣ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+22ˢ ṍ3Q 41ᴑʺ ṍ3Q 64ᴑˣ

ṛ˴3ʺ ṍ˴74ʺ Ẁʾὺ Π ̛23ʺṌ +47

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+352ˢ2024 ὓ 507ᴑʺ2025 ὓ 860ᴑˣ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+190ˢ2024 ὓ 134ᴑʺ2025 ὓ 325ᴑˣ

増減 進捗率主な増減要因ˢ ӡʿᴑדˣ

増減

(B)-(C)
左記増減要因増減

(C)
通期予想
2025/12

ˢ ӡʿᴑדˣ

(A)
通期実績
2024/12

(B)
修正通期予想

2025/12

̞1 202512Ὦṍ 1◌ ṍτˮРи ˯ΤϣˮРи ʾ☼ ְ֫˯τỸ Ϭ  ʻꜛּז π“ΞШГи χ☼ ְ֫ χὓ׃ Ỹ ϬˮḚ ˯ΤϣˮРи ʾ☼ ְ֫˯τ  ʻ

Ỹ  τ Μʺ2024 3Qם ʺ2024 ṍם ʺ2025 ṍ χˮРи ʾ☼ ְ֫˯ρˮḚ ˯χ Ϭ ʻ

̞2 ṛʿ ṍτ ῬΚϥΜψ︡ ΰθРиτϢϥ ׃ ᴥϱрОϼЕ ˗ ṍʿ ṍ τ ῬΚϥΜψ︡ ΰθРиΥ ṍṄ βϥάρτϢϥ ׃ ᴥϱрОϼЕ

  Ẁʾὺ Π ʿ ẀϞὺ ΠτϢϤᴶ РиΥᾚ ΰθάρτϢϥ ᾚ׃ ϱрОϼЕ ˗ Ṍ ʿ ṛʺ ṍʺ Ẁʾὺ Π ӟᵰχРиτΣΪϥ ᵠ ʾТз˔йрЕχᵔ ʾᴶ χ τϢϥֲốᶛ›ὓ

①ビル事業 2025年12月期第3四半期決算・通期予想

Â 第3四半期累計では、ビル賃貸・施設運営が堅調に推移したことにより増収増益。

Â 通期では、投資家向け物件売却の増加やビル賃貸・施設運営が堅調に推移することが見込まれることにより、増収増

益となる見通し。

15

Å2025 ṛᴶ ʿ minanoba ᾖʺ ☼ 2 Ὧˢˢᴠ ˣT-LOGI ᾖϕΤˣˢ ϬḯϚˣ

Å2025 ṍᴶ ʿ ☼ 2 ὯˢT-LOGI ᴎϯϱжрЖЄГϰϕΤˣʺШГи2 ὯˢПиЕрẰ ϕΤˣʺ Ộ☼ 1 ὯʺϷТϰІ4 Ὧ

Â 新規・通期稼働物件
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0
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2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12

28,023 28,227 27,827 27,711 28,447 28,543 29,167 28,840 29,258 

95.8% 95.8% 96.7% 97.1% 97.3% 97.8% 98.0% 97.7% 97.9%

70%

80%

90%

100%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2023/9 2023/12 2024/3 2024/6 2024/9 2024/12 2025/3 2025/6 2025/9

築10年未満

8.8%

築10年以上

20年未満

62.2%

築20年以上

30年未満

4.3%

築30年以上

24.7%

築年数別賃貸面積比率

①ビル事業 保有ポートフォリオ

Â 2025年9月末時点の平均賃料は29,258円/坪、稼働率は97.9％と高水準を維持。

Â 賃料成長率の高いエリアでの再開発や、資産効率や成長性を意識したアセットの入れ替え・多様化等を通じて、

保有ポートフォリオの更なる強靭化を図る。

16

所在地域別賃貸面積比率

平均賃料（左軸）・稼働率（右軸）

ˢד˗ ˣ

̞1 ϷТϰІРи ʾ ỡ ʾᴶ χ▄ χ Ṱψ58Ч˔Ѕ╥ ʻ

̞2 ϷТϰІРи χШГи/ Ộ☼ ʺSMARKʺПиЕрẰ Υᵺ ʻ

̞319Ч˔ЅτἿ∏χ ṛ ™ᵫ 4ФкЅϴϼЕχ Ϭ ᴥ▄ʻ

大規模再開発竣工後※3

都心5区：64%

保有ポートフォリオ

大規模再開発竣工後※3

オフィス

約22万㎡

他

約5万㎡

資産回転・種地・他

約34万㎡

組入れ

ビル賃貸・施設運営収益推移
ˢᴑדˣ

ˢ3Qם ˣ

ˢ ˣ

大規模再開発竣工後※3

築10年未満：29%

保有オフィス※1

36棟

約53万㎡

他※2

約13万㎡

入れ替え

都心3区

38.5%

渋谷・新宿区

10.0%

23区（都心5区除く）

31.5%

首都圏（23区除く）

2.5%

その他

17.5%
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八重洲・日本橋・京橋（YNK）エリアの特長

Â 新幹線・JR在来線・各地下鉄路線の充実により、地方都市・都内・国際空港を含むあらゆる立地へのアクセスがよく、

圧倒的な交通利便性が最大の特長。

Â 当社プロジェクトを含め、10箇所で大規模再開発プロジェクトが進行中。

Â ベンチャー企業や大企業、投資家、研究機関など、産学官の様々なプレイヤーが集積・連携することで、先端産業の

育成や経済成長の好循環を生み出す日本随一のビジネス環境が形成されている。

17

ḩזּ ™ᵫּז╥ᵊ™ᵫ

1

２

３

1 2 ͏

➋呉服橋プロジェクト

➊TOFROM YAESU

➌京橋三丁目プロジェクト

ϱрϼ

YNKエリアの多様な地域特性とポテンシャル

圧倒的

交通利便性
大手企業の
集積

ホール・会議室
施設の充実

バリエーション
豊かな中小規模物件

食・ものづくりの伝統を
継承する

豊富な文化資源

זּ Ри ᵊ™ᵫ╥זּ

YNK※1 丸の内・大手町

大規模オフィス

賃料相場
（200坪以上）※2

44,607円／坪 43,972円／坪

路線価※3 19,840千円／㎡
（外堀通り・東京駅前）

25,450千円／㎡
（大名小路・丸ビル前）

大規模オフィス（200坪以上）賃料・路線価比較

̞1 ʾ ỆʾẰỆϵзϯχᾦ

̞2 ʿ╣`ϵІГ˔ЕˮϷТϰІЫ˔ϾАЕйЪ˔Е˯ˢ2025 9Ὦ Ⱳ ˣ

̞3 ᴣˢ 7 ˣ

YNK
エリア

当社参画再開発プロジェクト

当社保有ビル

➋呉服橋プロジェクト

➌京橋三丁目
プロジェクト

➊TOFROM YAESU
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八重洲・日本橋・京橋（YNK）エリアの特長

Â YNKエリアは、近年の再開発等の効果により、東京の主要ビジネスエリア対比でトップレベルのオフィス賃料成長率

を誇る。

Â ビジネス拠点、商業観光拠点、住宅拠点等、多様な都市資源を有するエリアに隣接しており、築古の中小規模物件も

多く残存していることから、今後の再開発の進展によるエリア全体の価値向上が更に期待される。

18

̞1 ʿ╣`ϵІГ˔ЕˮϷТϰІЫ˔ϾАЕйЪ˔Е˯ˢ2010 12Ὦ˙2025 9Ὦˣ

エリア別大規模オフィス（200坪以上）

賃料単価※1
エリア別大規模オフィス（200坪以上）

賃料指数※1

2025/9 2025/9

44,607

43,972

34,105

28,598

1.64

1.43

1.31

1.12

ˢד˗ ˣ
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大規模再開発に関する方針、取り組み意義

Â 国際競争力強化に資する高付加価値なまちづくりを通じて、安定収益基盤の強靭化を目指す。

Â 建築費高騰や建設業の働き方改革に伴う工期長期化に対し、コスト・スケジュール管理を徹底し、再開発組合等の

権利者間調整も含めて適切に対処しながら、より高い賃貸収益を獲得。

Â 資産回転型事業・固定資産売却による回収資金の活用や、戦略的なシェアアウトの検討を含めて、バランスシート

コントロールを的確に実施。

19

現在の状況
プロジェクト名

(街区名称)
エリア

竣工時期
（予定）

想定賃貸面積※2

（当社保有分）

ὺ ῬⱧ
八重洲プロジェクト

(TOFROM YAESU)
Ỹ״ 2026

›ὓ

27

ὺ ῬⱧ 呉服橋プロジェクト Ỹ״ 2029
ˢ ᵹỸˣ

™ᵫ › 京橋三丁目プロジェクト Ỹ״ 2030

™ᵫ › 渋谷二丁目プロジェクト Ỹ Ẹṳ

主な推進中プロジェクト※1

2024年

12月末時点

大規模再開発

竣工時※3

オフィス賃貸面積
（当社保有分） 約53万㎡ 約75万㎡

築10年未満比率
（賃貸面積比率） 約11% 約29%

都心5区比率
（賃貸面積比率） 約49% 約64%

̞1 ṜӟᵰτϜ Ỹπ χ ṛ ™ᵫ ФкЅϴϼЕϬ ˢ ʿ 5 ˣ

̞2 τψʺϷТϰІӟᵰτШГи χ ϜḯϚ

̞3 ṛ ™ᵫ ῬⱲχ ψʺ Ṝ4ФкЅϴϼЕχϷТϰІ Ϭ ᴥ▄ˢ ṛ ™ᵫ ФкЅϴϼЕӟᵰχ Ὧχ︡ ʾ Ẁ χֲốϬ― ΰοΜσΜˣ

ÅṆ χ‰Μ Ῠ τΣΪϥ ṛ ᵫ χםᾝτψʺ™ᵫ ⱧỘχЛϳМϳΥ

Å ӽχ ϬԏΦ β Ḽᵊ ʺ χếϙϬᶨΤΰʺϘκχЪГрЄаиχΰזּ τṄ

Åᾒꜘ χ‰Μ πТжАϽЄАФρσϥ ṛ ™ᵫ ФкЅϴϼЕϬ ΰ Ϋϥάρπʺ

› ▀ДЦкАО˔ρΰοχ ӡϬ τ‰ϛʺԁ χ Ϭ ΦʺⱧỘṐᵓχᶈ Ϭ ϥ

大規模再開発の取り組み意義

ポートフォリオの競争力向上

大規模再開発の推進により、

競争力の高いオフィスポートフォリオを実現

2

1

3
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八重洲・日本橋・京橋（YNK）エリアにおける開発プロジェクト①

Â 東京駅直結の「東京駅前八重洲一丁目東地区市街地再開発事業（A地区・B地区）」を推進中。

Â 安定的な賃貸収益を確保するとともに、国際競争力向上・環境負荷低減等につながる各種取り組みにより、エリア

全体に新たな付加価値を創出するまちづくりを目指す。

20

THE FRONT TOWER

˵延べ面積 12,000 225,000

˵主要用途 Ⱨ ʺ
Ⱨ ʺӺ ☼ ʺНІЌ˔ЬЗиʺὠ ʺ
ϸрТϮйрІʺ

˵階数 10ᵬʾ ᴞ2ᵬ 51ᵬʾ ᴞ4ᵬ

˵新築着工 2024 2021

˵竣工 2026 7Ὦ( ) 2026 2Ὦ( )

Å当社の旧本社ビルを含む東京駅直結の大規模再開発事業

Å国際都市東京の陸の玄関口にふさわしい高度な都市機能の集積

Å八重洲の歴史と伝統を未来につなぐにぎわいの形成

TOFROM YAESU

東京駅前八重洲一丁目東地区市街地再開発事業（A地区・B地区）

東京駅前の交通結節機能の強化
ī⁯∑Ἃ Ϟ ◕ϬὫϐ ṛ НІЌ˔ЬЗиχ

ī Ằׄρ ◕ᵹ ϬὫϐ ʾ ᴞ КАЕм˔ϼχיּ“

本プロジェクトによる価値創造

国際競争力を高める都市機能の導入
ī‰ Ӻ ☼ ρ ὀΰθ Ӻ χ

īϵзϯЫКЅЮрЕχם☼τϢϥϘκχ ʾᶨ ΰ

防災対応力強化と環境負荷低減
īṑ ₉ יּ ІЧ˔Іʾ ← ᾫχ

īЀ˔ЅϴКй˔ЄдрЄІГЭϞ ☼ χ τϢϥỘ Ὃ Ṑ χếᴟ

ϱрϼ

ᵊ ֒ ʿˮTOFROM YAESU THE FRONT˯ ʺᵊ ₮ ʿˮTOFROM YAESU TOWER˯

2025 8Ὦ ϷТϰІ χ ˮ8ᶤ˯τ



Copyright Ø Tokyo Tatemono Co., Ltd. All Rights Reserved.

八重洲・日本橋・京橋（YNK）エリアにおける開発プロジェクト②

Â 日本橋エリアにおいて、「八重洲一丁目北地区市街地再開発事業」を推進中。

21

呉服橋プロジェクト
八重洲一丁目北地区市街地再開発事業

Å東京駅・地下鉄日本橋駅直結の好立地における大規模再開発事業

Å日本橋川沿いエリアのゲートとしてふさわしい都市景観の形成

Å国際金融都市東京を形成する都市機能の集積

2024 12Ὦ ῬⱧ ︣

˵延べ面積 南街区 185,500 北街区 1,000

˵主要用途 Ⱨ ʺ ʺ ☼ ʺ‰ Ỳ ∙ЂЪ˔Е☼

˵階数 南街区 44ᵬʾ ᴞ3ᵬ 北街区 2ᵬ

˵新築着工 2024

˵竣工 南街区 2029 北街区 2032

国際競争力強化に資する金融拠点形成
ī⁯∑Ỳ ʾ ◕ἷMICEϬ◦Πϥ‰ Ỳ ∙χЂЪ˔Е☼

ī ṍ ∕Ϝᴦ σ⁯∑ẘ ☼ Ϭ

本プロジェクトによる価値創造

水辺空間・歩行者ネットワーク整備
ī ‰ ᴞᴟχםᾝτΰΪθᶆ Ẹ

ī Ệ ῖ Ấ χ ρσϥῲ Ἃḧ

ī Ằׄʾ ︣ ׄʾ ỆׄϬὫϐ ʾ ᴞ КАЕм˔ϼχיּ“

防災対応力強化と環境負荷低減
īṑ ₉ יּ ІЧ˔Іʾ ← ᾫχ

ī ӽ ФжрЕχ ʺṌ ФжрЕρχ ὀτϢϤ ӽ πχϵКиϻ˔
῟ ᴟ

ϱрϼ
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八重洲・日本橋・京橋（YNK）エリアにおける開発プロジェクト③

Â 京橋エリアにおいて、「京橋三丁目東地区市街地再開発事業」（京橋三丁目プロジェクト）を推進中。

Ἃḧ

22

˵延べ面積 164,900

˵主要用途 Ⱨ ʺШГиʺ

˵階数 35ᵬʾ ᴞ4ᵬ

˵新築着工 2026

˵竣工 2030

Å東京高速道路（KK線）再生方針と連動したまちづくり

Å京橋駅に直結し、東京駅からの地下歩行者ネットワークを形成

Å京橋・銀座をつなぐ中央通りのにぎわいの連続性を創出

京橋三丁目プロジェクト
京橋三丁目東地区市街地再開発事業

京橋エリアの広域的な回遊性強化に資する都市基盤の整備
īׄρϘκʺKK ἋḧϬνσΩ σ КАЕм˔ϼχἹיּ“

īτΧϩΜρᵕ Ϭ ϚϠρϤΚϥ Ἃḧχיּ“

īKK Ἃḧχ

本プロジェクトによる価値創造

京橋エリアのにぎわい創出を支える都市機能の導入
īϯ˔ЕʾϜχξΨϤ ᴟχ τṄ βϥ ʾӾ ʾῖ Ṑ χ

ī⁯∑ χ ☼ χ

防災対応力強化と環境負荷低減
ī ӽχ ← ᴂ ếᴟτΰΪθ︡Ϥ ϙ

īḕẽ ᴻ ᾚτΰΪθ︡Ϥ ϙ

2024 4Ὦ ◕ᵹ ™ᵫ › ᴦ

Ἃḧ

״ Ϥ

ϱрϼ
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ˢ ӡʿᴑדˣ

アセットタイプ
資産規模

販売用不動産残高 総投資額※

物流施設 1,334 約3,800

ホテル・商業施設・中規模オフィス等 1,392 約2,500

合計 2,726 約6,300

アセットタイプ
物件数

当期売却済 稼働中 開発中

物流施設 4 7 25

ホテル・商業施設・中規模オフィス等 2 22 24

①ビル事業 投資家向け物件売却の取り組み

Â 第3四半期累計では、物流施設10件、ホテル5件、商業施設1件、オフィス1件のプロジェクトを取得。

Â 販売用不動産残高は2024年末より216億円増加の2,726億円、総投資額ベースでは1,150億円増加の約6,300億円に

ストックが拡大。

̞ᶆ Ὧχ︡ Ⱳχ ᴣτᴥΠʺ︡ ῇ βϥὺ Ϝᴥ ΰθ ⱢᶛϬ›ὓΰο▄ ʻ

ˢᴑדˣ

竣工

済み

ƶϸрДϷШГиЇẰ ֔Ḯ ᶑ

ˢ2021 Ῥˣ

ƶ T-PLUS

ˢ2024 Ῥˣ

ƶ minanoba ᾖ

ˢ2025 Ῥˣ

ビル事業 販売用不動産残高推移

ƶ T-LOGI ᴎϯϱжрЖЄГϰ

ˢ2024 Ῥˣ

23
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2025/11῝

2024/12 2025/12 2025/12

3Q実績 3Q実績 修正通期予想

 営業収益 1,967 1,261 ̛ 705 1,650 76%

ЫрЄдр 1,498 841 ̛ 657 975 86%

ᾭὺ - - - - -

▀ 244 196 ̛ 48 375 52%

43 48 5 65 75%

11 10 ̛ 1 10 104%

Ḛ 168 165 ̛ 2 225 73%

 営業利益 378 200 ̛ 178 250 80%

 事業利益 374 200 ̛ 173 250 80%

2025/11῝ 2025/2῝

 営業収益 2,114 1,650 ̛ 464 1,670 ̛ 20

ЫрЄдр 1,576 975 ̛ 601 990 ̛ 15

ᾭὺ - - - - -

▀ 244 375 130 385 ̛ 10

59 65 5 60 5

13 10 ̛ 3 10 -

Ḛ 221 225 3 225 -

 営業利益 381 250 ̛ 131 245 5

 事業利益 376 250 ̛ 126 245 5

進捗率ˢ ӡʿᴑדˣ 増減 主な増減要因

ˢ ӡʿᴑדˣ
2024/12 2025/12

増減 左記増減要因
2025/12 増減

(B)-(C)
通期実績 修正通期予想 通期予想

(A) (B) (C)

ὓ ᾭ ʿ1,161ᾭʺᾭ θϤ ᴣʿ7,242 ʺד ׃ 30.6̋

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+29ˢ ṍ3Q 130ᴑʺ ṍ3Q 160ᴑˣ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+6ˢ ṍ3Q 26ᴑʺ ṍ3Q 32ᴑˣ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+209ˢ2024 ὓ 130ᴑʺ2025 ὓ 340ᴑˣ

ὓ ᾭ ʿ1,290ᾭʺᾭ θϤ ᴣʿ7,550 ʺד ׃ 30̋

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+48ˢ2024 ὓ 26ᴑʺ2025 ὓ 75ᴑˣ

Â 第3四半期累計では、前期に分譲マンションの収益を大きく計上した反動により、減収減益。

Â 通期では、分譲マンションの計上戸数・平均単価の減少により、減収減益となる見通し。

24②住宅事業  2025年12月期第3四半期決算・通期予想
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2022/12 2023/12 2024/12 2025/12

期首時点 75% 72% 86% 80% ̞

1Q末時点 84% 80% 92% 89% ̞

2Q末時点 92% 89% 96% 93% ̞

3Q末時点 98% 96% 99% 99%

計上戸数 1,435ᾭ 1,058ᾭ 1,711ᾭ
1,290ᾭ

ˢ ˣ

計上戸数・粗利益率推移

②住宅事業 分譲マンション 主な営業指標の推移

Â 第3四半期累計の粗利益率は、30.6％と引き続き好調な水準を維持。

Â 通期予想について粗利益率を28％から30％、当期計上予定戸数を1,320戸から1,290戸に修正

Â 竣工在庫は順調な販売進捗により第3四半期末時点で192戸。引き続き低水準を維持。

Â 当期計上予定戸数に対する第3四半期末時点契約進捗率は99％。契約は順調に進捗。

25

計上戸数に対する契約進捗率の推移計上戸数 エリア別割合

ˢᾭˣ

̙ Ằ ̙ ί ̙ḩ ϕΤ

ˢᾭˣ

うち、契約済み

86戸

˵ 2024年12月期第3四半期

1,588戸計上

˵ 2025年12月期第3四半期

1,161戸計上

マンション竣工在庫推移

̞ ṍὓ ᾭ χ τ ΜʺἸ Ϭ

ˢ3Qם ˣ

ˢ ṍ ˣ
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②住宅事業 分譲マンション 主な計上実績・予定

Â 当期、 Brillia  Tower 箕面船場 TOP OF THE HILL やBrillia  聖蹟桜ヶ丘 BLOOMING TERRACEを計上。

Â 第3四半期累計で約800戸分の用地を取得し、2025年計上予定戸数を含むランドバンクは約8,200戸を確保。

合計：約8,200戸合計：約11,800戸

主な計上予定物件 総戸数※1
当社
シェア分

2025̞2

Brillia  Tower TOP OF THE HILL 397 202

Brillia  ┴уẅ BLOOMING TERRACE 254 203

Brillia  Ὦ ◌ 78 78

Brillia  ⁷ Ệ 114 97

Brillia  ֦ 71 71

Brillia  ›уẅ 79 79

HARUMI FLAGˢЌм˔ ˣ 1,457 172

2026

Brillia  104 51

ϽжрЖЄГϰЌм˔Ὦ 1,352 192

WЌм˔Ї 730 183

Brillia  Tower 499 200

2027

зРϷЄГϰ Ằ 523 79

Ѓ ᵤЌм˔Ызр̍Іϸϱ 2,046 340

Brillia  ALPHA RESIDENCIA 269 161

Brillia 117 117

26

2025年度主な計上物件

̞1 ᾂּי ᾭΣϢό ϬḯϚ Ὧ χ ᾭ ˢԁ ὯϬ Ψˣ

̞2 ԏ ΰᵫ◐ ˢ ϬḯϚˣ

当社事業推進案件

ランドバンク
組み入れ済み 約8,200戸

ランドバンク

ƶ Brillia  Tower 

   TOP OF THE HILL 

ƶ Brillia ┴уẅ

   BLOOMING TERRACE

╖ֲʿЗϸЂϯрЖО˔ЕЗ˔Ї
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②住宅事業 分譲マンション 今後の主な計上物件

Â 今後も、都心部における大規模再開発プロジェクトや、地方都市の中でも中心部に位置する注目度の高い物件を

計上していく予定。

2026年 2027年2025年

27

ƶ Brillia Tower TOP OF THE HILL
ˢ ᾭ 397ᾭʺ זּ 202ᾭˣ

ƶ Brillia ┴уẅ BLOOMING TERRACE
ˢ ᾭ 254ᾭʺ זּ 203ᾭˣ

ƶ Brillia ⁷ Ệ
ˢ ᾭ 114ᾭʺ זּ 97ᾭˣ

ƶ Brillia  Tower 
ˢ ᾭ 499ᾭʺ זּ 200ᾭˣ

ƶϽжрЖЄГϰЌм˔Ὦ
ˢ ᾭ 1,352ᾭʺ זּ 192ᾭˣ

ƶЃ ᵤЌм˔Ызр̍Іϸϱ

ˢ ᵤ Ỹ ԁ ◕ᵹ ™ᵫ ⱧỘˣ
ˢ ᾭ 2,046ᾭʺ זּ 340ᾭˣ

ƶ Brillia

ˢ⁫ ╦ᴈЫрЄдрὺ ΠⱧỘˣ
ˢ ᾭ 104ᾭʺ זּ 51ᾭˣ

ƶзРϷЄГϰ Ằ
ˢ ᾭ 523ᾭʺ זּ 79ᾭˣ

Ῥּא τ
₯ΰ Π
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ˢ ӡʿᴑדˣ

アセットタイプ
資産規模

販売用不動産残高 総投資額※

賃貸マンション 577 約1,100

アセットタイプ
物件数

当期売却済 稼働中 開発中

賃貸マンション 4 12 29

賃貸マンション 販売用不動産残高推移

②住宅事業 投資家向け物件売却の取り組み

Â 第3四半期累計で、賃貸マンション4件の新規プロジェクトを取得。

Â 販売用不動産残高は2024年末より22億円減少の577億円、総投資額ベースでは50億円減少の約1,100億円。

ƶ The CROSS SITE 

     Ằ Ẇ

   ˢ2025 Ῥˣ

ƶ Brillia ist  Ὲ

ˢ2025 Ῥˣ

ƶ Brillia ist  Ằ Ṱה

ˢ2023 Ῥˣ̞ᶆ Ὧχ︡ Ⱳχ ᴣτᴥΠʺ︡ ῇ βϥὺ Ϝᴥ ΰθ ⱢᶛϬ›ὓΰο▄ ʻ

28

ˢᴑדˣ

竣工

済み

ƶ Brillia ist ִ

ˢ2025 Ῥˣ
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2025/11῝

2024/12 2025/12 2025/12

3Q実績 3Q実績 修正通期予想

 営業収益 359 334 ̛ 25 585 57%

ᵒ 40 46 5 65 71%

ϯЈАЕЊзв˔Єдр 102 68 ̛ 33 225 30%

Ḛ 34 34 0 45 78%

כּ 182 184 1 250 74%

 営業利益 69 55 ̛ 13 105 53%

 事業利益 69 55 ̛ 13 105 53%

2025/11῝ 2025/2῝

 営業収益 547 585 37 690 ̛ 105

ᵒ 63 65 1 65 -

ϯЈАЕЊзв˔Єдр 192 225 32 330 ̛ 105

Ḛ 45 45 ̛ 0 45 -

כּ 246 250 3 250 -

 営業利益 115 105 ̛ 10 100 5

 事業利益 115 105 ̛ 10 100 5

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ̛38ˢ ṍ3Q 69ᴑʺ ṍ3Q 30ᴑˣ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+6ˢ2024 ὓ 38ᴑʺ2025 ὓ 45ᴑˣ

עכּ χ ᴥ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ̛4ˢ ṍ3Q 13ᴑʺ ṍ3Q 9ᴑˣ

ⱢᴪΰΪ Ὧ Ẁ+22ˢ2024 ὓ 147ᴑʺ2025 ὓ 170ᴑˣ

עכּ χ ᴥ

ˢ ӡʿᴑדˣ 増減 主な増減要因

2024/12 2025/12 2025/12
通期実績 修正通期予想 通期予想

進捗率

ˢ ӡʿᴑדˣ 増減 左記増減要因
増減

(B)-(C)(A) (B) (C)

③アセットサービス事業  2025年12月期第3四半期決算・通期予想

Â 第3四半期累計では、アセットソリューションにおける投資家向け物件売却の減少等により、減収減益。

Â 通期では、アセットソリューションにおける投資家向け物件売却の件数は増加するものの、

前期に計上していたセグメント間取引による利益の剥落により、増収減益となる見通し。

29
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③アセットサービス事業 主な営業指標の推移

Â アセットソリューション…不動産の目利き力を活かした厳選投資により、都心部を中心にストックを確保。

Â 駐車場…車室数は2024年末より3,175車室増加し、 89,967車室。

30

アセットソリューション保有資産残高推移 アセットソリューション保有資産残高内訳

ˢᴑדˣ

駐車場車室数推移

˵アセットタイプ別割合˵所在地域別割合

ˢּעכˣ
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2025/11῝

2024/12 2025/12 2025/12

3Q実績 3Q実績 修正通期予想

 営業収益 154 172 18 260 66%

ϼϷзГϰжϱТⱧỘ 112 119 7 165 73%

ТϮрЖⱧỘ 37 44 7 80 55%

ζχ 4 8 3 15 56%

 営業利益 15 14 ̛ 1 35 40%

 事業利益 10 10 ̛ 0 20 52%

ⱱ Ɫ ׃ ̛ 5 ̛ 3 1 ̛ 15 -

2025/11῝ 2025/2῝

 営業収益 209 260 50 260 -

ϼϷзГϰжϱТⱧỘ 152 165 12 170 ̛ 5

ТϮрЖⱧỘ 48 80 31 75 5

ζχ 7 15 7 15 -

 営業利益 13 35 21 30 5

 事業利益 10 20 9 25 ̛ 5

ⱱ Ɫ ׃ ̛ 3 ̛ 15 ̛ 11 ̛ 5 ̛ 10

ˢ ӡʿᴑדˣ 増減 主な増減要因 進捗率

増減

(B)-(C)
通期実績 修正通期予想ˢ ӡʿᴑדˣ 通期予想

(A) (B) (C)

2024/12 2025/12
増減 左記増減要因

2025/12

ԁⱲ σ χ ᴥʺAUMᶈ

ᵤᵰⱧỢ̂21ˢ2024 ὓ ̛23ᴑʺ2025 ὓ ̛44ᴑˣ

зЋ˔ЕⱧỘχ ׃ ᴥ+7

ԁⱲ σ χ ᴥ

ᵤᵰⱧỢ̂3ˢ ṍ3Q ̛16ᴑʺ ṍ3Q ̛19ᴑˣ

ṍʿ ԏ Ỳχὓ ʺⱱ Ɫ 12̛׃

④その他  2025年12月期第3四半期決算・通期予想

Â 第3四半期累計では、ファンド事業における一時的な報酬の増加により増収となったものの、リゾート事業における一

部温浴施設のリニューアルに伴う休止等により、利益は前年同四半期と同水準。

Â 通期では、ファンド事業における一時的な報酬の増加やAUM拡大等により増収増益となる見通し。
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4,395 4,675 4,848 4,887 4,970 5,131

626 647 857 975 960 1,078

7,097
7,787 7,562 7,578

8,202
8,687

12,119
13,110 13,268 13,442

14,134
14,896

0

5,000

10,000

15,000

2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

ˢᴑדˣ ̙♆ ТϮрЖ

̙ Ằὺ ФжϱЦ˔Ез˔Е Ɫ

̙ ФжϱЭзϯиГϰ Ɫ

④その他 ファンド事業の取り組み

Â 開発・保有物件を当社がスポンサーをつとめるREIT等へ売却しグループ収益機会の更なる拡大を図る方針。

Â 連結子会社である㈱東京建物リアルティ・インベストメント・マネジメント（TRIM）が資産運用を受託している

日本プライムリアルティ投資法人（JPR）、東京建物不動産投資顧問㈱が運用している私募ファンド・私募REIT

ともに着実に資産規模を拡大。

ˑσϯЈАЕЌϱФϬ Ɫ ρΰθ ›ἷχ♆ REIT

32

Â東京建物プライベートリート投資法人

2025 6ὮⱲ

グループAUMの推移

ϷТϰІρ ◕ἷ Ộ☼ τϢϥ ›ἷJ-REIT
̞

̞ ʿ ФжϱЭзϯиГϰ Ɫ ϳϴУЂϱЕ
https://www.jpr -reit.co.jp/ja/portfolio/index.html

2025 5ὮⱲ
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④その他 海外事業の取り組み（米国） 33

主な推進中プロジェクト（米国）

Å ᵦΩ Τν χ‰Μ ▀◕ Ϭ βϥιΪ

πσΨʺ₈ῇϜ ⁯χ π‰Μ ῢ ᴥ ẉόὊ

ↄ Υ ήϦοΣϤʺ Ϭ◐ϛρβϥ

ὸ σ ▀ Υṍ πΦϥʻ

ÅeЀЫ˔Іχ όϜ ϭπΣϤ τᾢϣγ ☼

χ Ϝ όΥ ήϦοΜϥʻ

ÅᾗΰΜЫ˔ϾАЕḕẽχᴞʺ ṛ Ῥᾭ ψᾚ ΰ

οΣϤʺ ẚΥЌϱЕτσϥθϛ ⱢχῨṐρ ꜡ʻ

マーケット認識

Â 米国における事業展開加速に向け、 6月には現地拠点を開設のうえ、現地へ駐在員を派遣。

Â 賃貸住宅開発事業を中心に11プロジェクトを推進中。今後年間200億円以上の投資案件獲得を目指す。

Å ṍᵕ τϢϥ ᶍ׃ ʾⱢỲᵕ Ϭᾋ₅Ϛ

Åӗ σ ῢΥᾋ₅ϛϥϯЈАЕЌϱФϒχ Ɫ

Å ╩ Ɫ(ϵзϯʾ Ɫᶛ)τϢϥзІϼЀрЕк˔и

Å ⁯π σⱧỘὊᾓϬ βϥО˔ЕЗ˔ḼỘρχ

Ặ ⱧỘ

基本戦略
PJ ∕ ︠ ṛ Ῥ ệ

Vista Highlands PJ ƠǁƽƪǄƲǄƿƖƷƲƎƖƿƪǄ 297ᾭ 2026 ᵫ

Pena Station PJ ƠǁƽƪǄƩǄǃưǄƖ 578ᾭ 2027 ᵫ

San Jose PJ ƜƾƲƑƿƬƗơǃƯƤǄ 345ᾭ 2027 ᵫ

Hillsborough PJ ƯƖƣƜǁƽƘƫƽƾƖ 267ᾭ 2027 ᵫ

Herndon PJ ưǄƖƢǄƬƗưƖǃƪǄǃ 399ᾭ 2027 ᵫ

Fremont PJ ƜƾƲƑƿƬƗƲƾƖƹǃƪ 336ᾭ 2027 ᵫ

San Diego PJ ƜƾƲƑƿƬƗơǃƩǄƎƚƠǄ 310ᾭ 2028 ᵫ

Silver Spring PJ ƳǅǃƢƿƳǄƬƗƸƜƬƞƣưǄƖƞǄ☼ 187,100 2026 ~ ᵫ
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④その他 海外事業の取り組み

Â 日本国内で培った強み・ノウハウを活かし、成長市場における事業機会の獲得を狙う。

Â 海外事業におけるエクイティの貸借対照表上の残高（2025年9月末時点）は約670億円。

34

Åᾝ χЫ˔ϾАЕτ ΰʺᵫ ʾЊ˔ЄрϽ ʺ τ ϦθО˔ЕЗ˔ḼỘρχẸỘϬ꞊τ ᵫ

Åᾝ τ ∕ԌϬ ᾏΰʺО˔ЕЗ˔ḼỘρχзй˔ЄдрϬếᴟβϥρρϜτзІϼḚ Ϭ

Å ⁯ʺ⁞ ʺЌϱʺ ⁯ χṌ Ɫ⁯ϬЦ˔ІρΰοʺⱢ▀ᵕ ἷⱧỘϬ τ Ɫ

基本戦略

主な推進中プロジェクト（米国除く）

⁯

ЄрϹЪ˔и

Ќϱ

東京建物（上海）房地産咨詢有限公司
貴陽市

揚州市

蘇州市

バンコク都他

Tokyo Tatemono Asia Pte. Ltd.

Tokyo Tatemono （Thailand ） Ltd.

ᵤ

主なPJ所在地

現地法人

Ϸ˔ІЕжзϯ
ˢ⁞ ˣ

シドニー市

ジャカルタ
ϱрЖКЄϯ

PJ ∕ ︠ ṛ Ῥ ệ

⁞

Alex̍Willow PJ

ƬƓƖơƙƣƙƐƖƿƣǄ
ЄЖИ˔◕

25ᾭ 2026

Rockwater  Brookvale PJ Ỹ ᾫ 80Ỹᵊ 2025

Stream Northmead  PJ Ỹ ᾫ 80Ỹᵊ 2026

Ќ
ϱ

ІϼрсϰАЕ25PJ

НрЀϼ

ϷТϰІ
Ộ☼ 9,500 2023 ᴶ

ϷрЙАЕPJ 1,100ᾭ 2023

Ref. ϳ϶рϳϴϱбϱPJ 800ᾭ 2024

ϾϱУʾЀЀPJ
ЎдрУзᾉ

1,000ᾭ 2025

йЭЎаНрPJ ☼ 46,600 2025 ᴶ

ЮЕкϺаАЕPJ ơƷƕƪƲǅƽƜƖǃᾉ ☼ 78,300 2026 ԁ ᴶ

Ref. ϵϸЫϱPJ
НрЀϼ

400ᾭ 2027

Ref. ϸЈЂ˔ЕPJ 380ᾭ 2027

ϔϱУKR PJ ưǅƪƏƷƦƖƬƖᾉ 320ᾭ 2030

ϱ
р
Ж

К
Є
ϯ

ЍиЫмрЂPJ ЅаϸиЌ
ϷТϰІ 47,000

90ᾭ

ⱧỘ
ᾋ ΰ

⁯

PJ ◕ ☼ 43,700 2017 ᴶ

PJ ◕
Ộ☼

1,050ᾭ 2024

ṝ ᵓԊ PJ ṝ ◕
Ộ☼ 590ᾭ 2026
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④その他 海外事業の取り組み 35

Â 先進国においては、米国の賃貸住宅を中心に投資を加速。

Â タイでは分譲住宅に加えて物流施設等、多様なアセットタイプへの投資を実施。

Â 中国は市場環境を見据えながら、厳選投資。

タ イ米 国

ƶ Herndon PJ

総事業費 213ᴑד

当社シェア ᵫꜘ

竣工予定 2027

ƶ Vista Highlands PJ

総事業費 178ᴑד

当社シェア ᵫꜘ

竣工予定 2026

オ ー ス ト ラ リ ア

ƶ Rockwater  Brookvale PJ

総事業費 60ᴑד

当社シェア 85%

竣工予定 2025

ƶ ṝ ᵓԊ PJ

総事業費 133ᴑד

当社シェア 40%

竣工予定 2026

中 国

ƶ Ref.ϸЈЂ˔ЕPJ

総事業費 65ᴑד

当社シェア 49%

竣工予定 2027

ƶ Alex̍Willow PJ

ⱧỘ 75ᴑד

Єϴϯזּ 37.5%

Ῥ 2026
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④その他 新規事業の取り組み 36

Â 「場の価値と体験価値の創出」「ウェルビーイング」「脱炭素社会の推進」等を注力テーマとして新規事業開発を推進。

アリーナ

スポーツ・エンターテインメント ウェルネス・ウェルビーイング

インフラ・インダストリー

メガソーラー

ƶ ẋжϽР˔ ˢᴠ ˣ ƶ Ⱶ῝ה
ˢ ה῝ χPark-PFIⱧỘˣ

ƶ TOTOPA Ⱶ῝הƶ livedoor URBAN SPORTS PARK
ˢ ꜠ ʿ ϯ˔НрІЪ˔БО˔ϼˣ

データセンター

ラボオフィス（研究施設）

宇宙産業領域

複合型スポーツレジャー施設 公園 都市型スパ

̞ ϱЮ˔Ѕּא

主な取り組み領域のイメージ

サステナビリティ
NEW PROJECT

「空間メディア事業」を担う新会社「WonderScape 」を設立

ԁ‹ӛὯˮ ︣ Ќм˔˯

■大型デジタルサイネージの企画・開発
Ͻи˔Фḩזּ ὯϬ τʺ ἷДЅ

ЌиЂϱК˔ЅχḼᵊʾᵫ ʾְ֫Ϭ“Ξ

■プロモーションイベントの実施支援
ἷДЅЌиЂϱК˔Ѕρ ΰθФкЯ

˔ЄдрϱЦрЕχḼᵊʾְ֫Ϭ“Ξ
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サステナビリティ関連

の取り組み

37



Copyright Ø Tokyo Tatemono Co., Ltd. All Rights Reserved.

Åᾖ ρΰοʺ βϥβϓοχϷТϰІРиʺ ☼ ʺ

ЫрЄдр̞7τΣΜοϽз˔рРиДϰрϽ Ϭ︡

環境への取り組み 38

ÅϷрЂϱЕPPAʿ ЫрЄдрʾ ☼ τΣΪϥꜛᴪ

ÅϷТЂϱЕPPAʿ ☼ χ Ϭ χ ☼זּ ϒ

Åᾖ ρΰοʺ βϥβϓοχϷТϰІРиʺ ☼ ̞4τΣΜοZEBϬᵫ

Åᾖ ρΰοʺ βϥβϓοχ ЫрЄдрʺ ЫрЄдр̞5τΣΜοZEHϬᵫ

̞1 Scope1ʾ2 χ⌡ᾚ ˮ1.5̆ ˯ ̞2 ϸГЁз11ρ13Υ

2050年度までに

CO2排出量ネットゼロScope1・2・3

CO2排出量（2019年度比） 2030年度までに

46.2%削減Scope1・2 40%削減Scope3
※1 ※2

ˢSBT1.5̆ ︡ ˣ

温室効果ガス（GHG）排出削減 中長期目標

再生可能エネルギーの導入 環境性能の高い不動産開発の推進

̞3 Nearly ZEBʺZEB ReadyʺZEB OrientedʺNearly ZEHˢ-MˣʺZEHˢ-MˣReadyʺZEHˢ-MˣOrientedϬḯϚ

̞4 20231Ὦӟ‭ ὓτ ︣ΰθ ὯΥ ʻẶ ⱧỘ ὯϞ σςԁ Ϭ Ψ

̞5 20216Ὦӟ‭ ὓτ ︣ΰθ ὯΥ ʻẶ ⱧỘ ὯϞ σςԁ Ϭ Ψ

̞6 ︠τDBJ Green Building ʺCASBEEὺ ΣϢόBELSσςχ Ϭ◙βΥʺάϦϣτᾢϣσΜ

̞7 20231Ὦӟ‭ ὓτ ︣ΰθ ὯΥ ʻẶ ⱧỘ ὯϞ σςԁ Ϭ Ψ

Υזּ 8̞ ʾḚ βϥ ὯϬ

Â 開発物件の太陽光発電設備による再エネ電力の創出・活用 Â ZEB・ZEH※3の開発

Â グリーンビルディング認証※6の取得

ƶПиЕрẰ

「グリーンビルディング 認証」取得物件 ̞ԁ

ƶ T-PLUS 

物流施設における自家消費と余剰電力の送電スキーム

V ☼ ˮT-LOGI˯ πψʺᶆ☼ πӪ τꜛᴪ Ϭ ᵕϥ

™ ᴦ ϵКиϻ˔ χ Ϭ ΰʺ Ϭ Υזּ β

ϥ Ộ☼ ϞϷТϰІРиτ ʻ™ ᴦ ϵКиϻ˔χ ῟ᶨ

Ϭם☼

V ˮT-LOGI˯χᵫ Ὧ χ ᴥτ Μʺ₈ῇψˮЀ˔Ъй˔Е

PPA˯Ϭᶨ ΰʺ‡ᵰΤϣ ϒχ™ ᴦ ϵКиϻ˔χ

Ϭᶈ

Â メガソーラー事業の展開

Â 購入電力の再エネ電力への切り替え

ZEB・ZEH認証物件 ̞ԁ

ƶ T-LOGI ᴎϯϱжрЖЄГϰ ƶ Hareza Tower ƶ Brillia 

『ZEB』 ZEB Ready 『ZEH-M』

認証取得割合

認証取得※8

71.6％

ABINC・SEGES

（2024年12月末時点）ƶ ︣ Ќм˔

DBJ GB認証 ★★★★★

̞ ⇔τνΜοψʺ ϳϴУЂϱЕχזּ ЂІГЗРзГϰ ² ḕẽ Ч˔Ѕ╥ ʻ https://tatemono.com/sustainability/environment.html

CASBEE S
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社会への取り組み 39

マンション開発に伴うコミュニティ形成支援事例

ˮ Ằὺ Ͻи˔Ф ᾂ ˯τṁξΦʺϽи˔ФχⱧỘτḩϩϥ

ΚϣϠϥІГ˔ϼШиЍ˔χ ᾂχ τḩβϥ︡Ϥ ϙϬ

Ʒ 人権の尊重

Ằὺ Ͻи˔ФẶ χˮЂІГЗУи ṁ ˯τνΜοʺЂФ

жϱб˔ρχ Ϭ αο ᵔʾ ︢Ϭ

Ʒ 持続可能なサプライチェーンの構築

ⱧỘᶨ Ϭ βϥᶆ ӽπʺ ӽּזᵓχԁԌρΰο ˑσІГ˔

ϼШиЍ˔ρẶ ΰννʺ ӽχ Ϟ ӽχᴣ ΰ τṄ βϥ

︡Ϥ ϙτ ΰˮ ΤσּזᵓξΨϤ˯τ‟ᾅ

Ʒ 地域社会への貢献

ṑ ₉ יּ Ϊ ϦἩ ᾭⱲ Τϣ Ψˮ╦ᴈ↕˯

TOPIC1

Å ӻ῝ה χὺ ⱧỘπΚϥBrillia  City  ӻ῝ה ATLAS

πψʺἸ ρיּ ӽ ρχ ṍЀЬвИГϰἹ Ϭ ϥθϛʺ

ӽῖ Ấ ˮShakuji - ii  BASE˯ϬЯДии˔Эτ

Å ῬῇϜὺ τЀЬвИϾ˔ЄдрІЧ˔ІˮϯрЖϵІ˯Ϭ

ΰʺ ◊ΚϥЀЬвИГϰϬ ϒὋ

地方創生への取り組みTOPIC2

ƶ Brillia City ӻ῝ה ATLAS / ЀЬвИϾ˔ЄдрІЧ˔ІˮϯрЖϵІ˯

ƶ ˲ꜟⱪ ᾉꜟⱪ ◕˳

ЈрГжІ Ḭ
ƶ ˲ ᾉ ◕˳

Brillia  

ALPHA RESIDENCIA

̞ ⇔τνΜοψʺ ϳϴУЂϱЕχזּ ЂІГЗРзГϰ ╥ᵓ Ч˔Ѕזּ ² ʻ https://tatemono.com/sustainability/social.html
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ガバナンスへの取り組み 40

Ʒ 企業価値向上に向けた取締役会の機能強化等

Â 取締役任期の変更（2年→1年）※1

ⱧỘḕẽ ᴟτϢϤ τ ᴂπΦϥὊְ   χθϛʺ

︡ χ ṍϬᾝ“χ2 Τϣ1 τ  

Â 社外取締役比率の向上（社外取締役を1名増員）※1

Å︡ ᵓχὊְḗ Ṑ τνΜοԁ χם῟ ΰ Ϭ ϥ

θϛʺּזᵰ︡ Ϭ4 Τϣ5 ϒ1 Ԍ

Å Ԍ τνΜοϜΰ

Â 筆頭社外取締役の選定

ᵰ︡זּ ρ︡ ᵓʾḗ₰ ᵓ χ ὀếᴟϬ ϥθϛʺ

ᵰ︡זּ χ῀ τϢϤˮ ᵰ︡זּ ˯Ϭ

̞Κϩδοʺּזᵰ︡ χϙϬ  Ԍρβϥּזᵰ︡ Ь˔ГϰрϽϬ

θτ

Â 指名・報酬諮問委員会の改編

◙ ʾ Ὠ ФкЈІχẁḢ ʾ χΰ Ϭ ϥθϛʺ

◙ ʾ ⱡ ӦԌᵓϬˮ◙ ⱡ ӦԌᵓ˯ρˮ ⱡ Ӧ

Ԍᵓ˯τ ΰʺᶆӦԌᵓχӦԌ τּזᵰ︡ Ϭ

Â 取締役（社外取締役を除く）の報酬体系の一部見直し

Å Ộזּ ΣϢόᶴ︠ᴣ ρχ ϬϢϤ ᶎτβϥθϛʺ

Ộ Ὠ τ∑ΰο― βϥ τⱧỘ ʺROEʺ׃

ᶴ︠ḥᾕ Ϭ ᴥ

ÅỘ ρχ Ϭ‰ϛϥθϛʺ︡ χΞκᵓ ʾּז τ

νΜοʺ ᶛτ ϛϥỘ ΣϢόᶴ꜠ χ

ᶤ›Ϭ ᴥ

̞12025 3Ὦ26 ᵫ℗χ 207ṍ Ⱳᶴ︠ ᵓτοᴦὨ

Ʒ 政策保有株式の縮減

政策保有株式

純資産比率
（2027年末時点）

10％以下

Å ӪṰϬ τᾁ ΰʺԏΦ Φ σϥ ᾚϬ

Å ẀτϢϥᵕ ⱢỲϬ Ɫʾᶴ︠ḥᾕϒᶨ

Ʒ リスクマネジメントの強化

ÅзІϼЫКЅЮрЕӦԌᵓτϢϤʺ ⱳὓᵊχ├ ʺ ├

зІϼτἰϥ ᴣʾ ʺ ├ʾ ᴂ├χ├ ʺзІϼϷ˔

З˔χ ᴂ ệχ ṍ σЯИЌзрϽϬם☼

Ʒ グループ経営の深化

Å ṛ ›☼ χᵫ ʾְ֫ⱧỘσςʺϽи˔Ф χНзв˔

Ўϴ˔рπЄЗЅ˔Ϭ ṉΰʺ ằᴣ ϬΩ ᴟ

ÅϽи˔ФὊְḚ ṛ τṁξΨϽи˔ФϹНЗрІχếᴟ

定量目標

̞ ⇔τνΜοψʺ ϳϴУЂϱЕχזּ ЂІГЗРзГϰ ² ϹНЗрІ Ч˔Ѕ╥ ʻ https://tatemono.com/sustainability/governance.html
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人的資本への取り組み（2025年1月公表の中期経営計画より抜粋） 41

Â 独自の企業文化を土台に、「事業戦略を支える人材ポートフォリオの構築」と「多様な人材の活躍」を両輪として、

企業価値の持続的向上を実現する

カルチャーデザインプログラム 「TASUKI」TOPIC

ƶ olinas ƶ ︣ Ќм˔ƶ Brillia Mare 
TOWER&GARDEN

テーマとして取り上げたプロジェクトの例

Å ˮᴛᾮ χЌІϺзй˔˯ϬЀрЈФЕτʺ χזּ ◊Ϟ ᴟϬὋ ΰʺ
σϣπψχᴣזּ χ ₵Ϭ τ ᴟʾ ᴟήδϥάρϬ ρΰθᾆ ФкϽжЭ

Å ʾ︣בֿ ὸּזԌϬ τʺάϦϘπχФкЅϴϼЕχ „τϢϥיּ Ϭ αοʺ
₉ Ϭ ϤׇΠθῬ ʺ ⱲχὊᾓΥῇτςχϢΞτᶨΤήϦθΤ ϬẶ

Å ╥ᴥּי ●πФкЅϴϼЕІЕ˔з˔Τϣχᶘόʾṓ ΦτνΜοӪᾋῖḊ

Å Ԍԁזּ ϋρϤΥ χϸиЎа˔τνΜο―ΠϥṐᵓϬזּ

事業戦略の実行を通じた企業価値の持続的な向上

新たな機会の獲得・創出 社会価値・経済価値の創造 社会課題の解決

Å ʾϺазϯʾ ∙χ⅜ ᶈ

Å ʾ ˢⱢ▀ᵕ ἷⱧỘ ˣϒχ ∙ЄТЕ

Å σ ∙χ Ω σ

Åẵ ӡϬ ΨФк ∙χӾ ếᴟ

ÅὊְ τϢϥЯИЌзрϽ

Å σˮếΜᾤ˯χᶨ ˷ˮЎ˔Эχ ˯χΩ ṉ

Å ṍ σ ₰ʾᵠ τϢϥϵрϿ˔ЅЮрЕΰ

Å ΦϞβΨ ΦΥΜχΚϥ ξΨϤ

ÅὲῴὊְʾϳϴиР˔ϱрϽχ

Å ∙ Ɫχᶈ ˢ ἎʾӾ ʾ ḥᾕˣ׃

人材ポートフォリオの構築 多様な人材の活躍

Å Ộӟ χếϙπΚϥˮ ḧ ˯ρˮԁ ḇ˯Ϭ™ ᶎᴟΰʺ‰ϛϥ

ÅḼỘᶨ χᾖ ˮΣẁ ԁ˯χ ρʺ ︡χ ʺḼỘ ˮ Ϭ ϒ˯χ ʾם

ÅẶ χᴣ ḢϬṁ ρΰθЍϱН˔ЄГϰ̍ϱрϼи˔Ѕдрχ

当社ならではの企業風土・文化

̞ ⇔τνΜοψʺˮ › ⁮ 2025˯p.41 Ɫ χếᴟ Ч˔Ѕ╥ ʻ https://tatemono.com/ir/library/pdf/integrated_2025_all.pdf
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DXへの取り組み（2025年1月公表の中期経営計画より抜粋） 42

DXへの取り組み事例：八重洲プロジェクト スマートフォンアプリ（開発中）

八重洲プロジェクトにおける、入居企業及びオフィスワーカーに向けたスマートフォンアプリ

̞ᵊ   ψϱЮ˔Ѕπβ

Åԁ ϋρϤχ ᾓᴣ ΰ

Å ФкЅϴϼЕχ ᴣΰ

ÅὲῴὊְ χὊְᴿ ᵔὨχ◦כ

入居企業の利便性と、

オフィスワーカーの働きやすさ向上をサポート
目的

Å☼ π►Πϥᶆ ϼ˔Ър

Å☼ χ₤╛ ệχᾋΠϥᴟ

ÅϷТϰІм˔ϸ˔χϳϴиР˔ϱрϽІЀϯ Ṑ

ÅІЫ˔ЕТ϶рτϢϥ ḬЄІГЭ

Å יּ ЄІГЭ

主な

機能
（予定）

DXの目的

注力テーマ

支える土台

デジタル活用により価値創出・事業機会拡大を実現し、「次世代デベロッパー」を体現する

᾽ẁχˮ ᾓᴣ ˯ΰ1 2 ˮ χᴣ ˯ 3 ˮⱧỘṐᵓ˯χᶈ

新規ビジネスの創出

Å ▀˷ДЅЌиτϢϥ

ΰΜ χᴣ ʾ

既存ビジネスの成長

ÅДЅЌиᶨ τϢϥ᾽ẁ ᾓ

ᴣ χΰ

Å᾽ẁД˔Ќχᶨ

生産性の向上

Å AIχᶨ

ÅД˔ЌЖзУрὊְ

ICT基盤

ÅϼжϳЖЂ˔РІχᶨ

ÅЂϱН˔ЈϺвзГϰ ├

DX組織・仕組み

ÅDX ρᶆⱧỘ χ ὀ

ÅϽи˔Ф χϹНЗрІ

DX人材

Å ԌχITзГжЄ˔ΰ

ÅДЅЌи˷РЅКІ ∙Ӿ
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分野 評価機関・イニシアチブ 評価等

ESG
（不動産）

GRESBІЌрДϰрϽʾϱрЦІЕЮрЕʾ
ЦрЎЫ˔ϼ

5ІЌ˔

自然関連

TCFD ░

TNFD ░

SBTiˮ1.5̆ ˯

RE100 ╥ᴥ

CDPṓῙ A

社会
（人材）

⁯ Ͻк˔НиʾЀрОϼЕ ╥ᴥ

ὲῴὊְ

Πϥϖΰ

Ψϥϙϭ

サステナビリティ関連の取り組みに対する評価 43

Ʒ 最高位評価「5スター」を

国内の不動産デベロッパーとして唯一9年連続で獲得

▀χ֫ Ъ˔ЕТ϶зϷτḩβϥ ᴣπΚϥˮGRESBІЌрДϰрϽʾϱрЦІЕЮрЕʾ ЦрЎЫ˔ϼ˯

ESG関連の外部評価・イニシアチブへの参加・インデックスへの組み入れ状況

Â 「GRESBリアルエステイト評価」2025

分類 インデックスへの組み入れ状況

GPIF
採用指数

MSCI ᶴESGЈйϼЕʾз˔Ѝ˔Ї◙

MSCI ᶴ ᶨ ◙ ˢWINˣ

FTSE Blossom Japan Index

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

S&P/JPXϸ˔ЩрʾϵТϰЄϴрЕ◙

Morningstar ᶴ꜠ЅϴрЍ˔ʾЍϱН˔ЄГϰʾГϰи
Е◙ ˢ ΨREITˣˢGenDi Jx

その他
FTSE4Good Index Series

SOMPOЂІГЗРзГϰʾϱрДАϼІ
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8.3% 8.7%
10.0% 9.6%

12.8%

0.0%

4.0%

8.0%

12.0%

2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

資本コストや株価を意識した経営への取り組み
（2024年12月期決算発表時より更新無し）

PBR

現状認識

Â 2024年12月期のROEは12.8%と、株主資本コスト（CAPM推計：7～8%程度）を上回る水準で推移。

Â 2024年12月末時点のPBRは1倍を上回る水準であるが、さらなるPBRの向上にはPERの改善が課題であると認識。

Â 引き続き、ROEを維持・向上させるとともに、PBR改善に向けて利益安定性向上と成長期待醸成に努め、

株式市場からの評価を高めていく。

PER

ROE

45

̞1 2024 12 30

֩ ֪

8.78倍̞1

֩ ֪

0.0

0.5

1.0

1.5

2020/1 2021/1 2022/1 2023/1 2024/1
0.0

10.0

2020/1 2021/1 2022/1 2023/1 2024/1

1.10倍̞1

1.0
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資本コストや株価を意識した経営への取り組み
（2024年12月期決算発表時より更新無し）

企業価値向上に向けた取り組み

46

「強靭かつしなやかな事業ポートフォリオの構築により、成長加速・資本効率向上を実現する」を基本方針

として、資産回転型事業の加速・拡大等の取り組みにより、本中計期間のROE目標（10%）を着実に達成する

ROEの

維持・向上

主な取り組み

Â 資産回転型事業の加速・拡大
ï ⱢᴪΰΪ Ὧ ẀⱧỘχᴥ

ï ᵤᵰⱧỘχᶈ

ï ЫрЄдрⱧỘχ σϥ

Â 安定収益基盤の強靭化
ï ṛ ™ᵫ χ σם ʾз˔ЄрϽ

ï Ɫ▀Ъ˔ЕТ϶зϷχ ᴟ

ï Ђ˔РІⱧỘχᶈ

Â 規律あるバランスシートコントロール
ï ├ ᶴ꜠χ ᾚ

ˢ2027 Ⱳ ʿ Ɫ▀ 10%ӟᴞˣ

ï ᾧ Ɫ▀χ Ẁ

ˢ ὓṍḧʿ ├ ᶴ꜠ρ›ϩδο1,300ᴑדӟ χ Ẁˣ

̞ ẀᴣᶊЦ˔І

ï ∞ ◙ τṁξΨ∞ йНйАЅЀрЕк˔и

環境変化への耐性を発揮し着実に利益を創出することで市場の信頼を高めるとともに、将来の持続的な

利益成長と株主還元拡充の蓋然性を、実績と戦略をもって示すことにより期待感を醸成する

利益安定性向上

成長期待醸成
（株主資本コスト低減）

主な取り組み

Â 開示の充実と積極的かつ丁寧な対話
ï ⱱ τΰΪθ ʾ︡Ϥ ϙχᵫꜘχ ם

ï ⱢᴪρχϵрϿ˔ЅЮрЕếᴟ

Â 成長を支える経営インフラの高度化
ï ЂІГЗРзГϰχ︡Ϥ ϙᴥ

ï зІϼЫКЅЮрЕχếᴟτϢϥⱧỘзІϼ ᾚ

ï Ɫ χếᴟʺDXχ︡Ϥ ϙ

Â 株主還元の拡充
ï ⱱ ʾӗ σ ׃ Ϭ αοʺ

2027 τ ΰϬ40̋ϒԏ Ϋ

ï ꜛᾪᶴ꜠χ︡ τνΜοψʺᶴᴣ ʺⱧỘḕẽʺ∞ ệ

Ϭ › τ᷈ӛΰʺṐ τם☼
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長期ビジョン・中期経営計画の概要（ 2024年12月期決算発表時より更新無し） 47

Â 2030年を見据えた長期ビジョン「次世代デベロッパーへ」を2020年2月に公表。

Â 6つの重点戦略の推進と経営インフラの高度化を通じ、中期経営計画目標の達成と長期ビジョンの実現を目指す。

2030 長期ビジョン

2030年※1を見据えた長期ビジョン 中期経営計画の位置づけ

中期経営計画における重点戦略

2030年の目指す姿：

事業利益※2 1,200億円

SDGs達成への貢献

安定的な賃貸利益を基盤としながら、資本効率

を意識したバランスの良い利益構成を目指す※3

「社会課題の解決」と「企業としての成長」を

より高い次元で両立

事業利益

1,200億円

516

2019 2024 2030

̞1 ṍРЅдрχ ⱲṍτνΜοʺ ὓṍḧϢϤˮ2030 ₇˯ Τϣˮ2030 ˯ϒ  

̞2 ṍὊְὓᵊˢ2025-2027ˣϢϤⱧỘ χ׃ ṰϬ  

  ⱧỘ Ộְ˹׃ ⱱ˴׃ Ɫ ׃

 ῇ ⱧỘ Ộְ˹׃ ⱱ˴׃ Ɫ ׃ ˴ᾧ Ɫ▀ Ẁ ׃

ˢⱱ Ɫ ׃ τψʺᵤᵰⱧỘτΣΪϥ ︡ Ỳʺ

︡ ΣϢό ⱢР˔ϼиϒχ Ɫⱱ χ Ẁ ϬḯϚˣ׃

̞3 ₈ῇχⱧỘ  χ׃ ᴟχᾋ ΰϬ ϘΠʺ ὓṍḧϢϤṜ∏ Ϭ  

大規模再開発の着実な推進1

分譲マンション事業の

更なる成長
2

投資家向け物件売却事業の

加速
3

海外事業の拡大4

サービス事業の拡大5

前中期経営計画

「次世代デベロッパーへ」

Â 利益成長の基本方針

804

2027

950

中期経営計画
2025-2027

新規事業の確立6
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Ƹ統合報告書2025

https://tatemono.com/ir/library/

integrated.html

東京建物グループのマテリアリティ

Â 長期ビジョンの達成に向けて、事業を通じて社会と共有する価値を意識し、14のマテリアリティを特定

「統合報告書2025」

48

重要課題 社会との共有価値 SDGsへの貢献

社
会
価
値
創
造

国際都市東京の競争力強化

「場の価値」と

「体験価値」の創出

安全・安心な社会への貢献

コミュニティの形成・活性化

ウェルビーイング

顧客・社会の多様なニーズの実現

価値共創とイノベーション

テクノロジーの社会実装

不動産ストックの再生・活用

脱炭素社会の推進
地球環境との共生

循環型社会の推進

価
値
創
造
基
盤

従業員の成長と働きがいの向上
価値を創造する人材

ダイバーシティ＆インクルージョン

ガバナンスの高度化 サステナビリティ経営の

実現
リスクマネジメントの強化

Ƹサステナビリティレポート2025

https://tatemono.com/sustainability/

reports.html

「サステナビリティレポート2025」

̞ЫГзϯзГϰτṁξΨKPIʾ ψʺ ϳϴУЂϱЕχזּ ḼỘ -ЫГзϯзГϰ˗KPIʾ Ч˔Ѕ╥ ʻ https://tatemono.com/company/materiality.html
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中期経営計画における定量目標（2025年1月公表の中期経営計画より抜粋）

Â 事業ポートフォリオ戦略に基づく資産回転型事業の加速・拡大と規律あるBSコントロールにより、

「着実な利益成長」、「資本効率の向上」および「株主還元の拡充」を実現する。

49

̞1 ᾧ Ɫ▀χṐ ẀϞᵤᵰⱧỘτΣΪϥ ⱢІϺ˔Эχ ᴟϒχ ᴂχθϛʺ ὓṍḧϢϤⱧỘ χ׃ ṰϬ  

  ⱧỘ Ộְ˹׃ ⱱ˴׃ Ɫ ׃

変更後 事業利益＝営業利益＋持分法投資損益等＋固定資産売却損益 （持分法投資損益等には、海外事業における受取配当金、受取利息および投資ビークルへの出資持分の売却損益を含む）

利益指標

950億円
事業利益※1 （2027年度）

資本効率指標

10%

ROE （本中計期間）

株主還元方針

40%

配当性向 （2027年度）

財務指針
（2027年度）

D/E レシオ※22.4倍程度

有利子負債/EBITDA 倍率※312倍程度

親会社株主に帰属する

当期純利益
（2027年度）

600億円

̞2 ◓ №˸ꜛᾪⱢ

̞3 ◓ №˸ˢְỘ ˴׃ ︡ ʾ Ỳ˴ⱱ Ɫ ᾚᴣ˴׃ Ẁ ˴χϦϭ Ẁ ˣ

政策保有株式

純資産比率
（2027年末時点）

10％以下
固定資産売却

政策保有株式売却
（本中計期間累計）

1,300億円以上 （売却価格ベース）

ROA
（本中計期間）

※事業利益ベース
4％程度 EPS

（2027年度） 290円程度

バランスシートコントロール

参考指標

自己株式の取得については、株価水準、事業環境、
財務状況等を総合的に勘案し、機動的に実施
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中期経営計画における重点戦略（2025年1月公表の中期経営計画より抜粋） 50

Â 6つの重点戦略について、“BASE（成長の礎）”をコンセプトに取り組み方針を策定。

Â 事業ポートフォリオは、バリューチェーンを意識した事業セグメント別の管理に加え、利益の特性に応じて

「賃貸」「分譲・売却」「サービス」の3つに分類して管理。

重点戦略 取り組み方針
主な

事業セグメント分類
利益分類

大規模再開発の着実な推進 ビル 賃貸

分譲マンション事業の更なる成長 住宅 分譲・売却

投資家向け物件売却事業の加速 ビル/住宅/AS 分譲・売却

海外事業の拡大 その他（海外） 分譲・売却

サービス事業の拡大
ビル/住宅/AS/

その他（QL・資産運用）
サービス

新規事業の確立 その他 事業による

重点戦略および事業ポートフォリオの管理分類

Build up
安定収益基盤の強靭化に向けて着実に推進

Accelerate
投資回収を加速し、資本効率の向上を牽引

Scale
利益成長ドライバーとして事業規模を拡大

Establish
成長に向けた新たなビジネスモデルを確立

1

2

6

3

4

5
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事業ポートフォリオ戦略の考え方（2025年1月公表の中期経営計画より抜粋） 51

Â 「賃貸」「分譲・売却」「サービス」の利益分類毎の特性を踏まえ、各種取り組みを推進。

Â 賃貸資産のアセットタイプを多様化し、リスク耐性強化・賃貸資産の利回り向上を図る。

賃貸 分譲・売却 サービス

特性
Å χӗ׃ Υ‰Μ

Å Φσ ⱢϬ Ξ

Å χЩжГϰзГϰΥ‰Μ׃

ÅⱢ ῟ Υ‰Μ

Å χӗ׃ Υ ᶓ ‰Μ

Å Φσ ⱢϬ ϩσΜ

取り組み方針 Åӗ ṁ׃ χế ᴟ
Å Ɫᵕ χᴥ

ÅⱧỘṛ χᶈ
ÅⱧỘṛ χᶈ

中期経営計画

における取り組み

Å ФкЅϴϼЕˢ2026

Ῥ ˣ χ大規模再開発の

着実な推進

ÅϱрТйϞ◕ ΰϬ ϘΠθ

賃料増額交渉の強化

ÅṌ χϯЈАЕЌϱФτΣΪϥ

投資回収サイクルの加速

Å ṍ σ ׃ ЖжϱН˔

ρΰο海外先進国への投資拡大

Å新規投資メニューχ ┤

Å ᵒʺ כּ ʺТϮрЖʺὺ

Ḛ ʾῬⱧϬ αθ不動産マネ

ジメントの強化

ÅЀЕ ◗ΰχ‰ϘϤτᴂΠϥ

体験型施設運営の拡大

ϷТϰІτᴥΠοʺホテル・

物流施設・賃貸マンション等、

長期保有するアセットタイプを

多様化ΰʺзІϼ ếᴟʾ

Ɫ▀χ ᵕϤΰ Ϭ ϥ

⁯☼
ˢT- LOGIˣ

ШГи ЫрЄдр
ˢBrillia ist ˣ

アセットタイプ多様化のイメージ

イメージ イメージ

йЅ˔ЗзЋ˔Е
with DOGS

כּ
ˢNPCˣ

Σώϧχᴈ
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事業ポートフォリオ戦略の考え方（2024年12月期決算発表時より更新無し） 52

Â 本中計期間の利益構成は「賃貸：分譲・売却：サービス＝30%：60%：10%」を維持しながら、成長投資のための

キャッシュ創出および資本効率の向上を図る。

Â 事業環境変化に適応しながら利益成長を実現するため、2030年の利益構成比について、当初想定より、「賃貸」の

割合を減らし、「分譲・売却」の割合を増やす方向で見直し。

Â 事業ポートフォリオの最適化により、持続的・安定的に高水準の資本効率と利益成長を実現。

事業利益※の構成変化イメージ

2024 2027
ˢ ˣ

2030
ˢᾋ ΰῇˣ

950

1,200

793

30％

60%

10%

30％

60%

10%

30％

50%
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2030₇
ˢ ˣ

30％

50%

20%

1
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2

想定を
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ʾ Ẁ

Ђ˔РІ

賃貸

分譲・売却

サービス

1

2

バランスシートの推移

2024 2027
ˢ ˣ

20,812
12,123

5,360

3,328

25,000

15,000

6,250

3,750

Ɫ▀

◓ №

ꜛᾪⱢ

ζχ
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̞ⱧỘ ˢ׃  ῇˣ
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キャッシュアロケーション（2025年1月公表の中期経営計画より抜粋） 53

基本方針

資産回転の加速により資本効率向上を図るとともに、利益成長を通じて株主還元を拡充

1
1兆円規模で資金回収と成長投資を加速
Åᾧ Ɫ▀ρ ├ ᶴ꜠χ ẀϬᴥ

ÅⱢ▀ᵕ ἷⱧỘϒχ ⱢϬᴥ

2 更なる株主還元の拡充

̞ ῇְỘCFʿ ▀χ Ɫᵕ ʺ◦ ΣϢό ϬḯϘσΜ

̞ КАЕ ʿּס ᶛ˵ ↄᶛ˵◦

̞ КАЕ ⱢʿϽкІ Ɫ˵ϽкІᵕ ˢ Ɫʾᵕ ΜγϦϜ ▀ϬḯϚˣ

3年間のキャッシュアロケーション

キャッシュイン キャッシュアウト

調整後営業CF

約1,100億円

ネット調達

約2,300億円
ネット投資

約1,400億円

株主還元

約650億円

戦略的資金枠

約500億円

法人税
（税効果会計等により変動）

ネット調達
ÅJCRᶊ ˮA˯ӲⱱϬ τʺ∞ ◙ Ϭ ϘΠθⱢỲ
ˢ2027 D/EйЄϷʿ2.4 ʺ ◓ №/EBITDA ʿ12 ˣ

調整後
営業CF

Å Ɫ▀Ъ˔ЕТ϶зϷχ ᴟʺЂ˔РІⱧỘχᶈ τϢϤʺ
ӗ σϺаАЄв Ϭếᴟ

ネット投資

戦略的資金枠

Å ṛⱧỘʾM&A χ︡Ϥ ϙʺⱢ▀ᵕ ἷⱧỘχ σϥ Ɫᴥ ʺ
Ɫ   χΩ ᴟ ʺ τᴂαο τᶨ

Å ṍ σ ⱢⱢỲ Ϭ― ΰννʺ ᴥ σᶴ︠ḥᾕϜ► ρΰο

株主還元
Åⱱ ʾӗ σ ׃ Ϭ αοʺ2027 τ ΰϬ40̋ϒԏ Ϋ

Åꜛᾪᶴ꜠χ︡ τνΜοψʺᶴᴣ ʺⱧỘḕẽʺ∞ ệ Ϭ › τ
᷈ӛΰʺṐ τם☼

大規模再開発 2,000ᴑד

資産回転型事業 9,700ᴑד

-分譲マンション事業 3,400ᴑד

-投資家向け物件売却事業 5,200ᴑד

-海外事業 1,100ᴑד

その他 1,100ᴑד

1

2

3

グロス回収内訳 ̞ ẀᴣᶊЦ˔І

資産回転型事業 10,100ᴑד

固定資産売却
政策保有株式売却

1,300ᴑד

1

2

グロス投資内訳

グロス投資

約12,800億円 
グロス回収

約11,400億円 

約1,400億円 

前中計対比

年平均約2.0倍
前中計対比

年平均約1.8倍

ネット投資

再投資
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2Q累計 進捗率

3,950 1,651 41.8%

大規模再開発 700 377 53.8%

資産回転型事業

　- 分譲マンション事業
950 520 54.8%

資産回転型事業

　- 投資家向け物件売却事業
1,300 453 34.8%

資産回転型事業

　- 海外事業
600 162 26.9%

その他 400 140 35.0%

2025実績2025

計画ˢ ӡʿᴑדˣ

 グロス投資額

Â 第2四半期累計では、約1,651億円の投資を実施（進捗率41.8%）し、概ね期初計画通りに進捗。

Â 下期は、既存プロジェクトへの投資に加え、上期に意思決定した投資家向け物件売却事業や海外事業等への新規投資

が大きく進捗する見通し。第2四半期累計における意思決定ベースでの今期投資見込み額は、計画対比で70%超進捗。

54

2025年12月期第2四半期 投資進捗

2025年12月期第2四半期 投資進捗
（2025年12月期第2四半期決算発表時より更新無し）
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資産回転型事業の加速・拡大（2025年1月公表の中期経営計画を一部修正）

Â 販売用不動産の売却を加速しながら、新規投資も拡大し、将来の売却益ストックを確保

Â 固定資産についても、資産ポートフォリオ最適化の観点から戦略的に売却し、含み益を顕在化

Â 運用REIT等への売却によりグループAUMを拡大し、売却後も持続的な利益成長を実現

55

グループAUMの拡大による持続的な利益成長と、資産回転の加速による資本効率の更なる向上を実現

物流施設の出口戦略については、新REIT上場を継続検討しつつ、私募ファンド・外部売却などの選択肢も視野に幅広に対応

ˢ REIT֫ ᵓּזˣ ˢ♆ REITʾ♆ ТϮрЖ֫ ᵓּזˣ

2024 9Ὦ 2027

約1,100億円 約1,100億円

約1,100億円
（約367億円/年）

約5,400億円※1
（前中計期間対比：年あたり約１.4倍）

本中計期間

売却益計上額

新規投資意思決定額
ὓṍḧψ

Ẁם“ρІЕАϼᶈ χ
НжрІϬ τ

約200億円/年

ὓṍḧ

売却益計上額

ʿ Ẁ׃ІЕАϼˢ˹ ⱢӪ◘Ὠ ↄӛὯχ Ẁ χ›ὓᶛˣ׃

ṍ Ⱳᴣ 15,833ᴑד

НжрІЄ˔Еὓ ᶛˢ ᴣˣ 10,277ᴑד

₯ᶛˢḯϙ׃ˣ 5,555ᴑד

→回収資金を成長投資・株主還元へ活用

Â 賃貸等不動産の含み益※2（2024年末時点）

売却を加速しつつも、

引き続き1,000億円超の

売却益ストックを確保

販売用不動産の売却による利益創出・資産回転率向上
固定資産の戦略的売却による

ポートフォリオ最適化・含み益顕在化

固定資産売却

政策保有株式売却
（本中計期間累計）

1,300億円以上
  （売却価格ベース）

̞1 ⱢᶛЦ˔ІχỲᶛˢ ὓṍḧӟ‭χϺаАЄвϯϳЕ ϜḯϚˣ

̞2▄ ʿᾧ Ɫ▀χΞκʺ ΥזΣϢό◓ᵓּזּ τיּ╣ ʺϜΰΨψḁ ῇ βϥάρϬ ΰοΜϥὺ χ Ὧˢ ΥԁזΣϢό◓ᵓּזּ ► ΰοΜϥ ▀ϬḯϚˣϬ ρΰο▄
ὓ▄ ʿṍ τ ṛτ︡ ΰθ ὯϞʺṍ Ⱳ πὺ χ ὯτνΜοψʺṍ Ⱳ χ ᴣϬⱲᴣρΰο▄
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923
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0
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1,000

1,500

2,000

2025/12 2026/12 2027/12 2028/12 2029/12 2030/12 2031/12 2032/12 2033/12 2034/12 2035/12

0.72%
0.78%

0.71% 0.69%
0.63%

0.70%

0.82%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

財務の状況（2024年12月期決算発表時より更新無し）

JCR長期発行体格付 A

平均金利̞1 0.82%

平均残存年限̞2 6.1年

長期比率 94.6%

固定比率 98.2%
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̞1 ỡỲ = ◦ ˸ ◓ №ˢṍ ṍ ỡ▪‰ˣ

̞2 ỡ▪ ᾢψʺМϱУзАЖּז№ʾCPϬ Μθ

外部格付 有利子負債関連データ

平均金利の推移 返済期限の分散
ˢᴑדˣ

סּ̙ №זּ̙ ̙CP

ӟ‭
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1,606 1,794 1,862 1,996 2,135 2,378 2,567 

1,345 
1,539 1,676 

1,709 
1,748 

1,758 
1,846 2,951 

3,333 
3,539 

3,706 
3,883 

4,137 
4,414 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

4,221 
4,635 

5,048 5,146 5,264 5,294 
5,555 

0

2,500

5,000

2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

Â算出対象

ᾧ Ɫ▀χΞκʺ Υזẉό◓ᵓּזּ τיּ╣ ʺϜΰΨψḁ ῇ βϥ

άρϬ ΰοΜϥὺ χ Ὧˢ ΥԁזẉόϽи˔Фᵓּזּ ► ΰοΜϥ

▀ϬḯϚˣϬ ρΰο▄

Â計算方法

ṍ τ ṛτ︡ ΰθ ὯϞʺṍ Ⱳ πὺ χ ὯτνΜοψʺṍ Ⱳ

χ ᴣϬⱲᴣρΰο▄

賃貸等不動産の時価評価（2024年12月期決算発表時より更新無し）

Â 含み益は5,555億円と、高水準を維持。

ˢד˗ᶴˣ

57

含み益の推移 BPS・修正BPS̞1の推移

̞1 BPS˹BPS˴ˢḯϙ׃ˢ Ώ ῇˣˣ/ṍ “ↄϙᶴ꜠ ˢꜛᾪᶴ꜠Ώ ῇˣ

̞2 ḯϙ׃ˢ Ώ ῇˣ˹ḯϙ׃˷ˢ1- ῟ם ˣˢ ῟ם ψᶆ χ Ϭ⅜ ˣ

ˢᴑדˣ ̙BPS ̙ḯϙ2̞׃s Ώ ῇˣ

ˢ ӡʿᴑדˣ 2023/12 末 2024/12 末 増減

期末時価 14,468 15,833 1,364

BS計上額（簿価） 9,174 10,277 1,103

差額 5,294 5,555 261
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ビル事業
※ 2022/12 2023/3 2023/6 2023/9 2023/12 2024/3 2024/6 2024/9 2024/12 2025/3 2025/6 2025/9

オフィスビル棟数 45 41 42 41 41 41 40 40 36 36 36 36

オフィスビル面積（千㎡） 511 494 542 540 540 540 535 535 527 527 527 527

空室率 3.2% 4.2% 3.4% 4.2% 4.2% 3.3% 2.9% 2.7% 2.2% 2.0% 2.3% 2.1%

平均賃料（円/坪） 30,836 31,087 28,071 28,023 28,227 27,827 27,711 28,447 28,543 29,167 28,840 29,258

住宅事業 2022/12 2023/3 2023/6 2023/9 2023/12 2024/3 2024/6 2024/9 2024/12 2025/3 2025/6 2025/9

計上戸数（累計） 1,435 548 660 712 1,058 688 1,409 1,588 1,711 772 969 1,161

ЫрЄдр 1,435 548 660 712 1,058 688 1,409 1,588 1,711 772 969 1,161

ᾭὺʾᾭὺ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

分譲マンション粗利率（累計） 33.3% 37.2% 36.0% 35.4% 33.4% 24.9% 29.4% 29.2% 29.0% 30.8% 30.4% 30.6%

分譲マンション竣工在庫 175 156 125 72 181 183 165 151 188 183 212 192

ΞκἸ ↄ 43 36 47 21 38 75 30 51 29 29 42 86

分譲マンション供給戸数（累計） 1,341 213 590 880 1,243 284 493 622 989 200 448 705

契約戸数（累計） 1,313 211 605 933 1,334 271 516 641 952 239 460 680

契約済み未計上戸数 1,861 1,524 1,806 2,082 2,136 1,722 1,245 1,189 1,378 845 868 897

賃貸マンション棟数 17 17 17 18 11 14 12 13 13 17 16 17

マンション管理受託戸数 98,006 98,159 98,141 99,522 99,083 100,093 99,896 100,223 100,260 101,661 101,680 101,619

アセットサービス事業 2022/12 2023/3 2023/6 2023/9 2023/12 2024/3 2024/6 2024/9 2024/12 2025/3 2025/6 2025/9

仲介事業　取扱件数（累計） 1,086 248 494 783 1,097 277 567 854 1,128 280 527 795

Ξκ ˢ ὓˣ 1,060 243 480 759 1,062 274 560 846 1,119 278 522 788

Ξκ ˢ ὓˣ 26 5 14 24 35 3 7 8 9 2 5 7

駐車場事業　拠点数 1,933 1,915 1,930 1,919 1,919 1,889 1,887 1,893 1,905 1,862 1,884 1,893

駐車場事業　車室数 80,057 79,045 81,620 82,287 82,542 81,333 82,473 85,129 86,792 85,778 88,007 89,967

その他 2022/12 2023/3 2023/6 2023/9 2023/12 2024/3 2024/6 2024/9 2024/12 2025/3 2025/6 2025/9

温浴施設 10 10 10 10 10 11 11 11 11 11 11 11

ゴルフ場 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 13 13

レジーナリゾート with DOGS 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 9

̞ ▄ χṁ ψӟᴞχρΣϤʻ
1.Ͻи˔ФᵓּזΥ βϥϷТϰІРиϬḯϚʻ
2.ϽжрТкрЕ ∫ψ τ ϛϥ Ộ☼ χ Υ‰Μθϛʺ Ộ☼ τνΜο Τϣ ᵰʻ
3. ὫSPCπ ΰοΜϥРиτνΜοʺ ὓ׃ χ τ›ϩδʺSPCχ ⱱזּ τΤΤϥ Ϝ τḯϚʻ
4.2022 3Ὦ ϢϤʺ֒Ṝṁ Ϭ ᴥʿ™ᵫ ⱧỘχϵзϯ τḯϘϦϥ ὯτνΜοψʺ™ᵫ › ϘθψⱧỘ ᴦϬϜμοˮ ϷТϰІРи˯Τϣ ᵰβϥʻ
5.2019 9Ὦ τ︡ ΰθˮDNP᾿ РиˢᾝʾОЗЊИАϼ ⁷Риˣ˯ψ2023 6Ὦ ϢϤ▄ τḯϚʻ

事業データ 58
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過去の

平均供給量
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ˢὯˣˢ ˣ

マーケットデータ ①オフィスビル市況

ằ
ẚ

ằ
ẚ
Ὧ
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東京23区の大規模オフィスビル供給量推移

都心ビジネス地区（千代田区・中央区・港区・新宿区・渋谷区）の平均賃料・空室率の推移

ʿ Риˮ Ằ23Ỹχ ṛ ϷТϰІРи◕ ΰ ₰2025˯ʺ╣ṣ Ⱨ

‘25～‘29年の
平均供給量

92万㎡／年
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ʿ ▀Ὂↄᾆẕ ʺᶴ꜠ᵓּזзϼи˔Еˮ2024 ί ЫрЄдрἸ יּ ΰ ₰˯

首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）の新規マンション発売戸数・平均価格の推移

首都圏マンション購入者における共働き比率・平均世帯総年収の推移
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Disclaimer

本資料に記載している情報に関しては、万全を期しておりますが、その正確

性及び安全性を保証するものではございません。また、予告なしに変更され

る場合がございます。

本資料には当社グループの現時点での計画及び業績に関する将来の見通しが

含まれております。これらの見通しは、現在入手可能な情報を前提とした当

社の仮定や判断に基づくものであり、様々なリスクや不確実性を含んでおり

ます。実際の業績は環境の変化等様々な要因により、見通しとは異なること

があります。
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